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山
内
惟
介
教
授
略
歴
及
び
著
作
目
録 

 

経 
 

歴 

一
九
四
六
年 
八
月
一
八
日 

香
川
県
に
生
ま
れ
る 

一
九
六
五
年 
三
月 

 

東
京
都
立
小
松
川
高
等
学
校
卒
業 

一
九
六
七
年 

四
月 

 

中
央
大
学
法
学
部
法
律
学
科
入
学 

一
九
七
一
年 

三
月 

 
中
央
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業 

一
九
七
一
年 

四
月 

 

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
専
攻
修
士
課
程
入
学 

一
九
七
三
年 

三
月 

 

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
号
取
得
） 

一
九
七
三
年 

四
月 

 

東
京
大
学
法
学
部
助
手
任
官
（
一
九
七
七
年
三
月
ま
で
） 

一
九
七
七
年 

四
月 

 

中
央
大
学
法
学
部
専
任
講
師
採
用
（
一
九
七
八
年
三
月
ま
で
） 

一
九
七
八
年 

四
月 

 

中
央
大
学
法
学
部
助
教
授
昇
任
（
一
九
八
四
年
三
月
ま
で
） 

一
九
八
三
年 

一
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
留
学
（
一
九
八
四
年
七
月
ま
で
） 

一
九
八
三
年 

二
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ル
ツ
財
団
奨
学
金
給
費
研
究
者
に
採
用
（
一
九
八
四
年
七
月
ま
で
） 

一
九
八
四
年 

四
月 

 

中
央
大
学
法
学
部
教
授
昇
任
（
現
在
に
至
る
） 

一
九
八
六
年 

四
月 
 

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
兼
担
（
現
在
に
至
る
） 

一
九
八
八
年 

四
月 

 

ス
イ
ス
連
邦
国
立
比
較
法
研
究
所
留
学
（
中
央
大
学
在
外
研
究
員
、
一
九
八
九
年
一
月
ま
で
） 

一
九
八
九
年 

二
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
法
・
国
家
学
部
客
員
教
授
（
同
三
月
ま
で
） 

一
九
九
七
年 

八
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ケ
メ
ラ
ー
財
団
奨
学
金
給
費
研
究
者
に
採
用 

一
九
九
七
年 

八
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
招
聘
研
究
員
（
同
九
月
ま
で
） 

二
〇
〇
二
年 

七
月 

 

『
国
際
公
序
法
の
研
究

―
牴
触
法
的
考
察

―
』
に
よ
り
博
士
（
法
学
）
学
位
取
得
（
法
博
乙
第
六
五
号
） 

二
〇
〇
二
年 

九
月 

 

日
本
学
術
会
議
か
ら
第
六
四
回
ド
イ
ツ
法
曹
会
議
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ベ
ル
リ
ン
）
へ
派
遣 
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二
〇
〇
三
年 

四
月 

 

中
央
大
学
特
別
研
究
員
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ル
ド
ー
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
お
よ
び
ケ
ル
ン
で
研
究
） 

二
〇
〇
三
年 

五
月 

 

日
本
学
術
会
議
か
ら
第
二
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
曹
会
議
（
ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
ア
テ
ネ
）
へ
派
遣 

二
〇
〇
七
年 

三
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
学
術
賞
受
賞 

二
〇
〇
八
年 

三
月 

 

中
央
大
学
学
術
研
究
奨
励
賞
受
賞
（
日
本
と
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の
国
際
学
術
・
文
化
交
流
へ
の
貢
献
） 

二
〇
〇
九
年 
三
月 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
招
聘
研
究
員
、
同
九
月
ま
で
） 

二
〇
一
一
年 
七
月 

 

中
央
大
学
超
短
期
在
外
研
究
員
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
招
聘
研
究
員
、
同
九
月
ま
で
） 

二
〇
一
二
年 

二
月 

 

中
央
大
学
超
短
期
在
外
研
究
員
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
パ
リ
で
研
究
、
同
三
月
ま
で
） 

二
〇
一
三
年
一
一
月 

 
名
誉
法
学
博
士
号
授
与
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
法
学
部
） 

二
〇
一
七
年 

三
月 

 

定
年
退
職 

二
〇
一
七
年 

四
月 

 

中
央
大
学
名
誉
教
授
（
現
在
に
至
る
） 

（
一
九
七
六
年
七
月
か
ら
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
、
静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
部
、
明
治
学
院
大
学
法
学
部
、
駒
澤
大
学
法
学
部
、
千
葉

大
学
法
経
学
部
、
高
岡
法
科
大
学
法
学
部
、
東
京
都
立
大
学
法
学
部
、
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
、
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
、
青
森
中
央

学
院
大
学
経
営
法
学
部
、
亜
細
亜
大
学
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
法
学
研
究
科
、
津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
、
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
（
後

に
現
代
教
養
学
部
と
改
称
）
等
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
、
中
央
大
学
内
で
は
、
日
本
比
較
法
研
究
所
商
議
員
、
学
校
法
人
選
任
評
議

員
、
教
学
審
議
会
会
員
、
教
学
企
画
本
部
長
等
を
歴
任
） 

 

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動 

(1
)  

国
際
私
法
学
会
会
員
（
一
九
七
四
年
～
現
在
）
（
理
事
（
一
九
九
六
年
～
現
在
）、
理
事
長
（
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
四
年
）
） 

(2
)  

一
般
財
団
法
人
国
際
法
学
会
会
員
（
一
九
七
七
年
～
現
在
）（
理
事
（
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
一
二
年
）
、
常
務
理
事
（
運
営
委
員
会
委
員
）（
二
〇
〇
三
年
～
二

〇
一
二
年
）
） 

(3
)  

日
本
国
際
経
済
法
学
会
会
員
（
一
九
九
一
年
～
現
在
）
（
理
事
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
〇
九
年
お
よ
び
二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
五
年
）
、
常
務
理
事
（
一
九
九

七
年
～
二
〇
〇
〇
年
）
） 

(4
)  

日
本
学
術
会
議
（
国
際
関
係
法
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
（
幹
事
兼
任
）
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
三
年
、
連
携
会
員
（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
七
年
） 
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(5
)  

法
務
省
（
法
制
審
議
会
国
際
私
法
部
会
委
員
、
法
制
審
議
会
臨
時
委
員
（
国
際
裁
判
管
轄
制
度
部
会
、
国
際
私
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
）、
司
法
試
験
第
二

次
試
験
考
査
委
員
（
二
〇
一
六
年
度
お
よ
び
二
〇
一
七
年
度
）
） 

(6
)  

文
部
科
学
省
（
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
専
門
職
大
学
院
室
・
専
門
職
大
学
院
等
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
書
面
審
査
委
員
（
二
〇
〇
七
年
度
）
） 

(7
)  

公
正
取
引
委
員
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
競
争
政
策
に
関
す
る
研
究
会
委
員
（
一
九
九
四
年
度
～
一
九
九
九
年
度
） 

(8
)  

東
京
高
等
裁
判
所
管
内
家
庭
裁
判
所
調
査
官
研
修
会
講
師
（
一
九
九
三
年
度
～
一
九
九
七
年
度
） 

(9
)  

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
（
研
究
費
補
助
金
審
査
の
た
め
の
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
〇
一
年
度
、
二
〇
〇
二
年
度
、
二
〇
〇
九
年
度
）
、

特
別
研
究
員
等
審
査
会
専
門
委
員
（
二
〇
一
三
年
度
）
） 

(1
0

)  

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
（
二
〇
〇
一
年
度
着
手
分
の
大
学
評
価
委
員
会
委
員
（
法
学
系
研
究
評
価
専
門
委
員
会
）） 

(1
1

)  

公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
（
基
準
委
員
会
委
員
（
一
九
九
三
年
四
月
～
一
九
九
七
年
三
月
お
よ
び
一
九
九
九
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
三
月
）
、
相
互

評
価
委
員
会
専
門
審
査
分
科
会
社
会
科
学
系
専
門
評
価
分
科
会
委
員
（
二
〇
〇
一
年
四
月
～
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
大
学
通
信
教
育
基
準
検
討
委
員
会
委
員
（
二

〇
〇
三
年
四
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月
）
、
法
科
大
学
院
適
格
認
定
検
討
委
員
会
委
員
（
幹
事
兼
任
）
（
同
委
員
会
小
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）
兼
任
（
二
〇
〇

三
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
）
、
法
科
大
学
院
試
行
評
価
委
員
会
委
員
（
委
員
長
））
（
二
〇
〇
六
年
度
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
度
）
他 

(1
2

)  

公
益
財
団
法
人
社
会
科
学
国
際
交
流
江
草
基
金
選
考
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
三
年
度
～
二
〇
〇
七
年
度
） 

(1
3

)  

日
本
加
除
出
版
株
式
会
社
尾
中
郁
夫
賞
選
考
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
七
年
度
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
度
） 

 著
作
目
録 

単 
 

著 

(1
)  

『R
e
ce

p
tio

n
 a

v
 v

ä
s
te

u
ro

p
e
is

k
 rä

tt o
ch

 d
e
n

 re
cip

ie
ra

d
e
 u

tlä
n

d
s
k

a
 rä

tte
n

s
 fu

n
k

tio
n

 i J
a

p
a

n
 (R

e
z
e
p

tio
n

 w
e
s
te

u
ro

p
ä

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 

u
n

d
 F

u
n

k
tio

n
 d

e
s
 re

z
ip

ie
rte

n
 a

u
slä

n
d

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 in

 J
a

p
a

n
)

』 

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ル
ン
ド
大
学
、
一
九
八
四
年
） 

(2
)  

『
海
事
国
際
私
法
の
研
究

―
便
宜
置
籍
船
論

―
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
） 

(3
)  

『
国
際
私
法
』
（
中
央
大
学
通
信
教
育
部
、
一
九
九
三
年
） 

(4
)  

『
国
際
公
序
法
の
研
究

―
牴
触
法
的
考
察

―
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
） 

(5
)  

『
国
際
私
法
・
国
際
経
済
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
） 
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(6
)  

『
国
際
会
社
法
研
究 

第
一
巻
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
） 

(7
)  

『D
a

s
 

g
lo

b
a

le
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

 
P

riv
a

tre
ch

t 
im

 
2

1
. 

J
a

h
rh

u
n

d
e
rt

―W
e
n

d
u

n
g
 

d
e
s
 

k
la

ss
is

ch
e
n

 
P

a
ra

d
ig

m
a

s
 

d
e
s
 

IP
R

s
 

z
u

r 

G
lo

b
a

lis
ie

ru
n

g

―
』
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
レ
大
学
、
二
〇
〇
九
年
） 

(8
)  

『
比
較
法
研
究 

第
一
巻 

方
法
論
と
法
文
化
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
） 

(9
)  

『
国
際
私
法
（
改
訂
版
）
』
（
中
央
大
学
通
信
教
育
部
、
二
〇
一
二
年
） 

(1
0

)  

『J
a

p
a

n
is

ch
e
s
 R

e
ch

t im
 V

e
rg

le
ich

』(

中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
） 

(1
1

)  

『
二
一
世
紀
国
際
私
法
の
課
題
』
（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
） 

(1
2

)  

『
比
較
法
研
究 
第
二
巻 

比
較
法
と
国
際
私
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
） 

(1
3

)  

『
国
際
私
法
の
深
化
と
発
展
』
（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
） 

(1
4

)  

『
比
較
法
研
究 

第
三
巻 
法
文
化
の
諸
形
相
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
） 

 

編
著
、
共
著
お
よ
び
共
編
著 

(1
)  

『B
e
iträ

g
e
 

z
u

m
 

ja
p

a
n

isch
e
n

 
u

n
d

 
a

u
s
lä

n
d

is
ch

e
n

 
B

a
n

k
- 

u
n

d
 

F
in

a
n

z
re

ch
t

』(S
ch

rifte
n

re
ih

e
 

d
e
s
 

J
a

p
a

n
is

ch
e
n

 
In

s
titu

ts
 

fü
r 

R
e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
, B

d
.1

0
)

（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
） 

(2
)  

『
国
際
手
続
法
（
上
）
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）
（
共
著
者
・
小
島
華
子
他
） 

(3
)  

『
競
争
法
の
国
際
的
調
整
と
貿
易
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
）（
共
編
著
者
・
伊
従
寛
他
） 

(4
)  

『
国
際
手
続
法
（
中
）
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
）
（
共
著
者
・
佐
々
木
武
敏
他
） 

(5
)  

『
国
際
手
続
法
（
下
）
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）
（
共
著
者
・
吉
池
千
枝
他
） 

(6
)  

『
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
私
法
立
法
資
料
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
）
（
共
編
著
者
・
桑
田
三
郎
） 

(7
)  

『
国
際
契
約
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
）
（
共
著
者
・
沖
直
子
他
） 

(8
)  

『
実
践 

国
際
取
引
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
）
（
共
著
者
・
浅
利
朋
香
他
） 

(9
)  

『
実
践 

国
際
取
引
法

―
判
例
分
析

―
』
（C

D
-R

o
m

、
二
〇
〇
二
年
（
共
著
者
・
陸
路
由
美
他
）（
非
売
品
） 

(1
0

)  

『
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
に
お
け
る
競
争
政
策
と
経
済
発
展
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）（
共
編
者
・
伊
従
寛
他
） 
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(1
1

)  

『P
ro

b
le

m
e
 d

e
s
 d

e
u

tsch
e
n

, e
u

ro
p

ä
is

ch
e
n

 u
n

d
 ja

p
a

n
is

ch
e
n

 R
e
ch

ts

―F
e
s
tsch

rift a
u

s
 A

n
la

ss
 d

e
s
 2

0
-jä

h
rig

e
n

 B
e
s
te

h
e
n

s
 d

e
r 

P
a

rtn
e
rs

ch
a

ft 
d

e
r 

W
e
s
tfä

lis
ch

e
n

-W
ilh

e
lm

s
-U

n
iv

e
rs

itä
t 

M
ü

n
s
te

r 
u

n
d

 
d

e
r 

C
h

u
o
-U

n
iv

e
rsitä

t 
T

o
k

io
 

a
u

f 
d

e
m

 
G

e
b

ie
t 

d
e
r 

R
e
ch

ts
w

iss
e
n

s
ch

a
ft

―
』（D

u
n

ck
e
r &

 H
u

m
b

lo
t, B

e
rlin

二
〇
〇
六
年
）（
共
編
者
・B

e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

/D
irk

 E
h

le
rs

/T
o
sh

iy
u

k
i Is

h
ik

a
w

a

） 

(1
2

)  
『
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）（
共
編
者
：
雁
金
利
男
） 

(1
3

)  

『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念

―
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法

―
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）（
共
同
編
集
・

石
川
敏
行
他
） 

(1
4

)  

『
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法

―
雁
金
利
男
先
生
御
退
職
記
念
文
集

―
』（
二
〇
〇
八
年
）
（
非
売
品
） 

(1
5

)  

『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
五
周
年
記
念 

国
際
関
係
私
法
の
挑
戦
：M

e
ile

n
s
te

in
e
 

im
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 

P
riv

a
t- 

u
n

d
 

W
irtsch

a
fts

re
ch

t

―F
e
s
tg

a
b

e
 fü

r B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

 u
n

d
 O

tto
 S

a
n

d
ro

ck

―
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）（
共
編
者
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・

Ｆ
・
エ
プ
ケ
） 

(1
6

)  

『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
メ
ン
ク
ハ
ウ
ス
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

―W
is

s
e
n

sch
a

fts
fa

m
iliä

re
 F

e
s
tg

a
b

e
 fü

r H
e
in

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

』（
二
〇
一
六
年
）

（
共
著
者
・
佐
藤
文
彦
）
（
非
売
品
） 

 

分
担
執
筆 

(1
)  

木
棚
照
一
編
著
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
初
版
、
一
九
八
三
年
、
改
訂
版
、
一
九
九
二
年
、
改
訂
第
二
版
、
二
〇
〇
一
年
） 

(2
)  

田
中
館
照
橘
・
木
棚
照
一
他
編
集
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
（
第
六
九
号
）
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ 

法
律
選
択
科
目
篇
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
） 

(3
)  

山
田
鐐
一
・
早
田
芳
郎
編
著
『
演
習 

国
際
私
法 

新
版
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
） 

(4
)  

木
棚
照
一
・
松
岡
博
編
著
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
（
第
一
三
〇
号
）
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル 

国
際
私
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
） 

(5
)  

丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
編
著
『
新
現
代
経
済
法
入
門
』
（
法
律
文
化
社
、
初
版
、
一
九
九
九
年
、
第
二
版
、
二
〇
〇
二
年
、
第
三
版
、
二
〇
〇
六
年
） 

(6
)  

伊
藤
正
己
、
園
部
逸
夫
編
集
代
表
『
現
代
法
律
百
科
大
辞
典
』
全
八
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
） 

(7
)  

木
棚
照
一
編
著
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
） 

 

単
独
訳
書 
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(1
)  

グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
著
『
多
国
籍
企
業
の
法
律
問
題

―
実
務
国
際
私
法
・
国
際
経
済
法

―
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
） 

(2
)  

グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
著
『
国
際
企
業
法

―
多
国
籍
企
業
組
織
法

―
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
） 

 

共
訳
書
・
編
訳
書
・
共
編
訳
書 

(1
)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
他
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国
際
企
業
法
の
諸
相
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
） 

(2
)  

カ
ー
ル
・
Ｆ
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国
際
私
法
・
比
較
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
） 

(3
)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
レ
ジ
エ
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
リ
ー
ブ
共
著
／
植
野
妙
実
子
・
山
内
惟
介
・
山
野
目
章
夫
訳
『
フ
ラ
ン
ス
私
法
講
演
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一

九
九
五
年
） 

(4
)  

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ヘ
ア
デ
ゲ
ン
著
／
山
内
惟
介
他
訳
『
国
際
経
済
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
） 

(5
)  

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ヘ
ア
デ
ゲ
ン
著
／
楢
﨑
み
ど
り
監
訳
『
国
際
経
済
法
（
第
二
版
）』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
） 

(6
)  

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
Ｆ
・
エ
プ
ケ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
エ
プ
ケ
教
授
講
演
集 

―
経
済
統
合
・
国
際
企
業
法
・
法
の
調
整
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
） 

(7
)  

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
著
／
野
沢
紀
雅
・
山
内
惟
介
編
訳
『
ド
イ
ツ
民
法
・
国
際
私
法
論
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
） 

(8
)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
著
／
山
内
惟
介
・
浅
利
朋
香
訳
『
比
較
法
文
化
論
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
） 

(9
)  

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
教
授
講
演
集

― 

国
際
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
現
状
と
課
題
』（
中
央
大
学

出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
） 

(1
0

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
著
／
古
積
健
三
郎
・
山
内
惟
介
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集

―
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
の
今
日
的
諸
問
題
』
（
中
央
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
） 

(1
1

)  

デ
ィ
ル
ク
・
エ
ー
ラ
ー
ス
著
／
山
内
惟
介
・
石
川
敏
行
・
工
藤
達
朗
編
訳
『
エ
ー
ラ
ー
ス
教
授
講
演
集

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ･

ド
イ
ツ
行
政
法
の
諸
問
題
』

（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
） 

(1
2

)  

コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
著
／
楢
﨑
み
ど
り
・
山
内
惟
介
編
訳
『
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
教
授
講
演
集

―
変
革
期
ド
イ
ツ
私
法
の
基
礎
的
枠
組
み
』
（
中

央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
） 

(1
3

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
著
／
山
内
惟
介
・
鈴
木
博
人
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集Ⅱ

―
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
国
際
経
済
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
三
年
） 
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(1
4

)  

ペ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
ポ
ー
ル
マ
ン
教
授
講
演
集

― 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
競
争
法
・
保
険
法
の
新
展
開
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二

〇
一
六
年
） 

 

翻
訳
監
修 

(1
)  

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
著
（
佐
藤
文
彦
訳
）『
国
際
家
族
法
』（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
二
年
） 

(2
)  

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
プ
ケ
著
（
實
川
和
子
訳
）
『
国
際
外
国
為
替
法 

上
・
下
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
） 

 

研
究
論
文
（
論
説
お
よ
び
研
究
） 

(1
) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る“

便
宜
置
籍
船”

の
問
題 

(

一) (

二) 
(

三･

完) 
 

―
ア
メ
リ
カ
判
例
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
八
二
巻
六
・
七
号
（
一
九
七
六

年
）
一
～
一
五
一
頁
、
八
二
巻
八
・
九
号
（
一
九
七
六
年
）
二
一
～
六
八
頁
お
よ
び
八
二
巻
一
〇
・
一
一
・
一
二
号
（
一
九
七
六
年
）
二
七
～
七
七
頁 

(2
) 

「“

便
宜
置
籍
船”

の
一
問
題

―
そ
の
国
際
私
法
的
考
察

―
」
海
事
産
業
研
究
所
報
一
二
七
号
（
一
九
七
七
年
）
一
三
～
二
四
頁 

(3
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
公
序
条
項
の
適
用
に
つ
い
て

―
離
婚
に
伴
な
う
親
権
の
帰
属
の
場
合

―
」
法
学
新
報
八
四
巻
一
〇
・
一
一
・
一
二
号
（
一

九
七
八
年
）
一
六
七
～
二
〇
六
頁 

(4
) 

「
公
海
上
に
お
け
る
異
国
籍
船
舶
間
の
衝
突
事
件
の
準
拠
法

―
最
近
の
西
ド
イ
ツ
学
説

―
」
法
学
新
報
八
六
巻
七
・
八
・
九
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
〇
三

～
一
三
四
頁 

(5
) 

「
わ
が
国
際
私
法
に
お
け
る
公
序
条
項
の
適
用
に
つ
い
て

―
『
欠
缺
否
認
説
』
に
対
す
る
若
干
の
疑
問

―
」『
比
較
法
の
課
題
と
展
望 

三
十
周
年
記
念
論

文
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
）
三
九
～
八
六
頁 

(6
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
法
人
の
属
人
法
に
つ
い
て

―
い
わ
ゆ
る
『
重
層
化
説
』
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
八
九
巻
九
・
一
〇
号
（
一
九
八

三
年
）
一
六
七
～
二
〇
七
頁 

(7
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
外
国
会
社
の
承
認
に
つ
い
て

―
い
わ
ゆ
る
『
承
認
理
論
』
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
九
〇
巻
一
・
二
号
（
一
九
八

三
年
）
六
五
～
九
四
頁 

(8
)  

「D
e
r Z

w
is

ch
e
n

e
n

tw
u

rf z
u

r Ä
n

d
e
ru

n
g
 d

e
s
 ja

p
a

n
isch

e
n

 S
ta

a
tsa

n
g
e
h

ö
rig

k
e
its

g
e
s
e
tz

e
s

」
比
較
法
雑
誌
一
七
巻
二
号
（
一
九
八
三
年
）
三
一

～
四
七
頁. 
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(9
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
法
人
の
属
人
法
に
つ
い
て

―
『
類
型
化
説
』
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
九
〇
巻
五
・
六
号
（
一
九
八
三
年
）
五
五

～
七
三
頁 

(1
0

) 
「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
法
人
の
属
人
法
に
つ
い
て

―
い
わ
ゆ
る
『
個
別
化
説
』
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
九
〇
巻
七
・
八
号
（
一
九
八
四

年
）
一
一
三
～
一
五
三
頁 

(1
1

)  

「O
a

se
n

g
e
s
e
lls

ch
a

fte
n

 u
n

d
 A

rt.4
8

2
 ja

p
.H

G
B

」
比
較
法
雑
誌
一
八
巻
一
号
（
一
九
八
四
年
）
一
～
二
一
頁 

(1
2

)  

「E
in

 V
e
rg

le
ich

 d
e
s
 in

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 F
a

m
ilie

n
re

ch
ts

 z
w

is
ch

e
n

 d
e
n

 N
ie

d
e
rla

n
d

e
n

 u
n

d
 J

a
p

a
n

 ―
 E

in
e
 s

y
s
te

m
a

tis
ch

e
 S

k
iz

z
e
 ―

」
比

較
法
雑
誌
一
八
巻
三
号
（
上
）
（
一
九
八
四
年
）
五
七
～
八
九
頁 

(1
3

)  

「D
e
r E

rw
e
rb

 u
n
d
 d

ie 
Ä

n
d
e
ru

n
g
 d

e
s F

a
m

ilie
n
n
am

e
n
s im

 ja
p
an

isch
en

 R
e
ch

t

」3
7
 Z

e
itsch

rift fü
r d

as S
ta

n
d
e
sam

tsw
esen

 (S
tA

Z
) 

(D
e
z
e
m

b
e
r 1

9
8

4
), H

e
ft 1

2
, F

ra
n

k
fu

rt a
m

 M
a

in
, S

S
.3

2
9

-3
3

6
. 

(1
4

)  

「In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 G

e
s
e
llsch

a
fts

re
ch

t in
 J

a
p

a
n

」30
 D

ie
 A

k
tie

n
g
e
s
e
lls

ch
a

ft (A
G

) (1
9

8
5

), N
r.9

, K
ö
ln

, S
S

.2
2

9
-2

3
7

.

（
共
著
者
・B

e
rn

h
a

rd
 

G
ro ß

fe
ld

） 

(1
5

) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
労
働
法
に
お
け
る“

便
宜
置
籍
船”

の
問
題

―
国
際
的
裁
判
管
轄
件
を
中
心
と
し
て

―
」『
中
央
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
論
文
集 

法
学
部
』

（
一
九
八
五
年
）
四
六
八
～
四
九
四
頁
（
非
売
品
） 

(1
6

)  

「Z
u

r Ä
n

d
e
ru

n
g
 d

e
s
 ja

p
a

n
is

ch
e
n

 S
ta

a
tsa

n
g
e
h

ö
rig

k
e
its

- u
n

d
 P

e
rs

o
n

e
n

s
ta

n
d

s
re

ch
ts

」5
 P

ra
x
is

 d
e
s In

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 P
riv

a
t- u

n
d

 

V
e
rfa

h
re

n
s
re

ch
ts

 (IP
R

a
x
) J

a
n

u
a

r/F
e
b

ru
a

r (1
9

8
5

), H
e
ft 1

, B
ie

le
fe

ld
, S

S
.5

9
-6

0
 

(1
7

) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
結
合
企
業
の
準
拠
法
に
つ
い
て

―
『
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
抵
触
法
』
の
試
み

―
」（
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
報
告
五

号
「
現
代
国
家
の
理
論
と
動
態
」
（
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
七
五
～
九
二
頁 

(1
8

) 

「
『
聖
母
』
事
件
と
国
際
私
法
に
お
け
る
文
化
財
保
護
」
（
『
随
想

―
日
本
加
除
出
版
創
立
四
五
周
年
記
念

―
』
（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
八
七
年
）
三
〇
五

～
三
〇
九
頁
（
非
売
品
） 

(1
9

) 

「
外
国
中
央
銀
行
と
執
行
免
除

―
西
ド
イ
ツ
法
・
ス
イ
ス
法
を
中
心
と
し
て

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
八
六
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
一
～
二
九
頁 

(2
0

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
船
舶
衝
突
事
件
の
準
拠
法
に
つ
い
て

―
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
に
お
け
る
論
議
（
一
九
八
三
年
）

―
」
法
学
新
報
九
四
巻
三
・

四
・
五
号
（
一
九
八
七
年
）
一
～
四
一
頁 

(2
1

) 

「
情
報
化
社
会
に
お
け
る
法
律
問
題

―
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
制
度
を
中
心
と
し
て

―
」
中
央
大
学
『
第
八
回 

中
央
大
学
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

情
報
化
社
会
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に
お
け
る
問
題
点
と
展
望 

一
九
八
七
』（
一
九
八
八
年
）
二
四
～
四
七
頁 

(2
2

) 
「
競
争
法
の
域
外
適
用
と
そ
の
調
整
」（
伊
従
寛
、
山
内
惟
介
お
よ
び
Ｊ
・
Ｏ
・
ヘ
イ
リ
ー
編
『
競
争
法
の
国
際
的
調
整
と
貿
易
問
題
』（
中
央
大
学
出
版
部
、

一
九
八
八
年
）
三
二
～
三
七
頁 

(2
3

)  

「D
ie

 T
re

n
n

u
n

g
 v

o
n

 B
a

n
k

e
n

 u
n

d
 E

ffe
k

te
n

firm
e
n

 in
 J

a
p

a
n

」Y
a

m
a

u
ch

i (H
rsg

.), B
e
iträ

g
e
 z

u
m

 ja
p

a
n

is
ch

e
n

 u
n

d
 a

u
slä

n
d

is
ch

e
n

 

B
a

n
k

- u
n

d
 F

ia
n

z
re

ch
t, T

o
k

io
 1

9
8

8
, S

S
.2

1
7

-2
3

3
 

(2
4

) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
雇
用
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て

―“

便
宜
置
籍
船”

の
場
合

―
」（
『
日
本
比
較
法
研
究
所
四
〇
周
年
記
念 

C
in

flict a
n

d
 

In
te

g
ra

tio
n

―C
o
m

p
a

ra
tiv

e
 L

a
w

 in
 th

e
 W

o
rld

 T
o
d

a
y

』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）
九
九
五
～
一
〇
一
一
頁 

(2
5

) 

「
わ
が
国
際
私
法
に
お
け
る
公
序
条
項
の
構
成
に
つ
い
て

―
「
欠
缺
否
認
説
」
と
多
喜
教
授
の
理
解

―
」
法
学
新
報
九
五
巻
一
一
・
一
二
号
（
一
九
八
九

年
）
一
～
四
四
頁 

(2
6

) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
雇
用
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て

―“

便
宜
置
籍
船”

の
場
合

―
」
海
事
法
研
究
会
誌
九
二
号
（
日
本
海
運
集
会
所
、
一
九
八

九
年
）
六
六
～
七
五
頁
（
前
記(2

3
)

転
載
） 

(2
7

)  

「A
u

slä
n

d
isch

e
s
 
R

e
ch

t 
u

n
d

 
R

e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
 
in

 
d

e
r 

ja
p

a
n

is
ch

e
n

 
J

u
ris

te
n

a
u

sb
ild

u
n

g

」1
1

 
J

u
ris

tis
ch

e
 
A

u
s
b

ild
u

n
g
 
(J

U
R

A
) 

(1
9

8
9

), H
e
ft 9

, M
ü

n
ch

e
n

, S
S

.4
5

9
-4

6
5

 

(2
8

)  

「D
a

s
 In

sid
e
rre

ch
t in

 J
a

p
a

n

」3
5

 R
e
ch

t d
e
r In

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 W
irts

ch
a

ft (R
IW

) (J
u

li 1
9

8
9

), H
e
ft 7

, H
e
id

e
lb

e
rg

, S
S

.5
2

2
-5

2
8

. 

(2
9

) 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
と
会
社
属
人
法
の
決
定
基
準

―
共
同
体
裁
判
所
の
デ
イ
リ
ー
・
メ
イ
ル
判
決
に
つ
い
て

―
」（
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究

報
告
一
〇
号
「
現
代
社
会
の
諸
位
相
：
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
創
立
一
〇
周
年
記
念
号
」（
一
九
九
〇
年
）
二
一
～
三
八
頁 

(3
0

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
両
性
平
等
に
つ
い
て

―
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
展
開

―
」
法
学
新
報
九
六
巻
一
一
・
一
二
号
（
橋
本
公
旦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）（
一

九
九
〇
年
）
六
七
七
～
六
八
九
頁 

(3
1

)  

「Z
u

 d
e
n

 B
a

n
k

- u
n

d
 E

ffe
k

te
n

g
e
s
ch

ä
fte

n
 im

 ja
p

a
n

is
ch

e
n

 G
e
s
e
tz

e
s
- u

n
d

 G
e
w

o
h

n
h

e
its

re
ch

t

」
比
較
法
雑
誌
二
四
巻
二
号
（
一
九
九
〇
号
）

一
～
二
〇
頁 

(3
2

)  

「Z
u

r Ä
n

d
e
ru

n
g
 d

e
s
 In

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 E
h

e
- u

n
d

 K
in

d
sch

a
fts

re
ch

t in
 J

a
p

a
n

」1
0

 IP
R

a
x
, J

u
li/A

u
g
u

s
t (1

9
9

0
), H

e
ft 4

, B
ie

le
fe

ld
, 

S
S

.2
6

8
-2

7
0

. 

(3
3

)  

「In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 K

o
n

z
e
rn

re
ch

t in
 J

a
p

a
n

」
法
学
新
報
九
六
巻
三
・
四
号
（
故
木
内
宣
彦
先
生
追
悼
号
）
（
一
九
九
〇
年
）
一
～
二
二
頁 
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(3
4

) 

「
国
際
会
社
法
に
お
け
る“

本
拠
移
転”

に
つ
い
て 

(

一) 

―
「
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
印
刷
会
社
事
件
」
の
場
合

―
」
比
較
法
雑
誌
二
四
巻
四
号
（
一
九
九
一
年
）

一
～
一
九
頁 

(3
5

) 
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
と
デ
イ
リ
ー
・
メ
イ
ル
決
定

―
ド
ロ
ー
ブ
ニ
ッ
ク
教
授
の
理
解
を
中
心
と
し
て

―
」
法
学
新
報
九
八
巻
一
・
二
号
（
桑
田
三

郎
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
一
年
）
三
七
七
～
四
一
二
頁 

(3
6

)  

「In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 K

o
n

z
e
rn

re
ch

t in
 J

a
p

a
n

, 2
0

 Z
e
itsch

rift fü
r G

e
se

lls
ch

a
ftsre

ch
t (Z

G
R

) (1
9

9
1

), H
e
ft 2

 B
o
n

n
, S

S
.2

3
5

-2
5

1
. 

(3
7

)  

「J
u

ris
te

n
a

u
sb

ild
u

n
g
 

u
n

d
 

A
n

w
e
n

d
u

n
g
 

a
u

slä
n

d
is

ch
e
n

 
R

e
ch

ts
 

in
 

J
a

p
a

n

―D
ie

 
R

o
lle

 
d

e
r 

J
u

ris
te

n
 

b
e
i 

d
e
r 

R
e
z
e
p

tio
n

 
d

e
s
 

a
u

slä
n

d
isch

e
n

 R
e
ch

ts

―
」In

stitu
t su

isse
 d

e
 d

ro
it co

m
p

a
ré

 (H
rsg

.), O
s
m

o
s
e
 z

w
is

ch
e
n

 R
e
ch

ts
o
rd

n
u

n
g
e
n

, Z
ü

rich
 1

9
9

2
, S

S
.3

5
5

-3
6

0
. 

(3
8

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
『
是
正
条
項
』
に
つ
い
て

―
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
教
授
の
構
成
を
中
心
と
し
て

―
」
木
川
統
一
郎
博
士
古
稀
祝
賀
論
集
刊
行
委
員
会
編

『
木
川
統
一
郎
博
士
古
稀
祝
賀 

民
事
裁
判
の
充
実
と
促
進
』
下
巻
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
四
年
）
一
四
五
～
一
六
七
頁 

(3
9

)  

「In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 

K
o
n

z
e
rn

re
ch

t 
in

 
J

a
p

a
n

」L
u

tte
r 

(H
rsg

.), 
K

o
n

z
e
rn

re
ch

t 
im

 
A

u
s
la

n
d

, 
Z

G
R

-S
o
n

d
e
rh

e
ft 

1
1

, 
B

ie
le

fe
ld

 
1

9
9

4
, 

S
S

.1
5

4
-1

7
0

. 

(4
0

)  

「D
a

s
 
J

a
p

a
n

is
ch

e
 
im

 
ja

p
a

n
is

ch
e
n

 
F

in
a

n
z
re

ch
t

」M
e
n

k
h

a
u

s 
(H

rsg
.), 

D
a

s
 
J

a
p

a
n

is
ch

e
 
im

 
ja

p
a

n
is

ch
e
n

 
R

e
ch

t, 
M

ü
n

ch
e
n

 
1

9
9

4
, 

S
S

.3
1
1

-3
1

5
. 

(4
1

) 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
に
お
け
る
『
便
宜
船
員
』
の
問
題

―“

ネ
プ
テ
ュ
ー
ン
判
決”

を
手
が
か
り
と
し
て

―
」
法
学
新
報
一
〇
一
巻
九
・
一
〇
号
（
横
井

芳
弘
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
五
年
）
一
二
五
～
一
五
四
頁 

(4
2

)  

「P
riv

a
tisie

ru
n

g
 
d

e
r 

S
ta

a
tsu

n
te

re
h

m
e
n

 
in

 
J

a
p

a
n

」K
re

u
ze

r 
(H

rsg
.), 

P
riv

a
tis

ie
ru

n
g
 
v
o
n

 
U

n
te

rn
e
h

m
e
n

, 
B

a
d

e
n

-B
a

d
e
n

 
1

9
9

5
, 

S
S

.1
3

3
-1

5
0

. 

(4
3

)  

「D
ie

 G
rü

n
d

u
n

g
 v

o
n

 T
o
ch

te
rg

e
s
e
lls

ch
a

fte
n

 in
 J

a
p

a
n

」L
u

tte
r (H

rsg
.), 

D
ie

 G
rü

n
d

u
n

g
 v

o
n

 T
o
ch

te
rg

e
s
e
llsch

a
fte

n
 im

 A
u

s
la

n
d

, 

Z
G

R
-S

o
n

d
e
rh

e
ft 3

. A
u

fla
g
e
 1

9
9

5
, S

S
.3

3
8

-3
7

3
.

（
共
著
者
・H

e
in

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

） 

(4
4

) 

「
『
国
際
租
税
法
』
と
い
う
概
念
の
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て

―
木
村
教
授
の
研
究
に
接
し
て

―
」
法
学
新
報
一
〇
三
巻
一
一
・
一
二
号
（
新
井
正
男
先
生
古

稀
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
七
年
）
一
三
七
～
二
一
七
頁 

(4
5

)  

「G
le

ich
b

e
re

ch
tig

u
n

g
 

im
 

ja
p

a
n

is
ch

e
n

 
F

a
m

ilie
n

re
ch

t

」V
e
rsch

ra
e
g
e
n

 
(H

rsg
.), 

G
le

ich
h

e
it 

im
 

F
a

m
ilie

n
re

ch
t, 

B
ie

le
fe

ld
 

1
9

9
7

, 

S
S

.3
3

3
-3

4
1

. 
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(4
6

) 

「
比
較
法
学
に
お
け
る
『
比
較
』
の
概
念
に
つ
い
て

―
そ
の
思
考
過
程
解
明
の
試
み

―
」
日
本
比
較
法
研
究
所
『
日
本
比
較
法
研
究
所
五
〇
周
年
記
念 

T
o
w

a
rd

 C
o
m

p
a

ra
tiv

e
 L

a
w

 in
 th

e
 2

1
s
t C

e
n

tu
ry

』
（
一
九
九
八
年
）
一
五
五
三
～
一
五
八
五
頁 

(4
7

) 
「
国
際
私
法
に
お
け
る“

性
転
換”

に
つ
い
て

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
論
議

―
」
法
学
新
報
一
〇
四
巻
八
・
九
号
（
田
村
五
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）（
一

九
九
八
年
）
一
六
一
－
一
九
六
頁 

(4
8

) 

「
国
際
法
の
準
拠
法
適
格
性
に
関
す
る
構
成
の
適
否
に
つ
い
て

―
ブ
ー
イ
セ
ン
教
授
の
所
説
を
手
が
か
り
と
し
て

―
」
法
学
新
報
一
〇
四
巻
一
〇
・
一
一

号
（
経
塚
作
太
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
八
年
）
七
九
～
一
一
六
頁 

(4
9

) 

「
ド
イ
ツ
国
際
会
社
法
に
お
け
る“

反
致”

に
つ
い
て

―
実
務
及
び
学
理
の
展
開

―
」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
二
・
三
号
（
白
羽
祐
三
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）

（
一
九
九
八
年
）
八
九
～
一
四
四
頁 

(5
0

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
外
国
従
属
抵
触
規
定
の
適
用
過
程
に
つ
い
て

―
外
国
法
解
釈
の
一
局
面

―
」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
六
・
七
号
（
伊
従
寛
先
生
退
職

記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
九
年
）
四
三
九
～
四
八
〇
頁 

(5
1

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
子
の
奪
取
に
つ
い
て

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
ハ
ー
グ
条
約

―
」
戸
籍
法
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
編
纂
委
員
会
編
『
現
行
戸

籍
制
度
五
〇
年
の
歩
み
と
展
望

―
戸
籍
法
五
〇
周
年
記
念
論
文
集

―
』(

日
本
加
除
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）
八
九
三
～
九
〇
四
頁 

(5
2

) 

「
国
際
経
済
法
の
現
状
」
（
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
編
著
『
新
現
代
経
済
法
入
門
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）
二
五
六
～
二
七
六
頁 

(5
3

) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
子
の
奪
取
に
つ
い
て

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
決
定

―
」
法
学
新
報
一
〇
六
巻
一
・
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
一
三
～
二

二
九
頁 

(5
4

)  

「S
ta

n
d

 u
n

d
 P

e
rsp

e
k

tiv
e
n

 d
e
r D

e
re

g
u

lie
ru

n
g
 in

 J
a

p
a

n

」B
la

u
ro

ck
 (H

rsg
.), G

re
n

z
e
n

 d
e
s
 W

e
ttb

e
w

e
rb

s
 a

u
f d

e
re

g
u

lie
rte

n
 M

ä
rk

te
n

, 

B
a

d
e
n

-B
a

d
e
n

 1
9

9
9

, S
S

.2
9

-3
9

. 

(5
5

)  

「Z
u

r A
n

w
e
n

d
u

n
g
 a

u
slä

n
d

is
ch

e
r u

n
s
e
lb

s
tä

n
d

ig
e
r K

o
llisio

n
s
n

o
rm

e
n

」H
ü

b
n

e
r/E

b
k

e
 (H

rsg
.), F

e
s
ts

ch
rift fü

r B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

, 

H
e
id

e
lb

e
rg

 1
9

9
9

, S
S

.1
3

5
7

-1
3

6
5

. 

(5
6

) 

「
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る“

戦
後
補
償”

問
題
に
つ
い
て

―
元
強
制
労
働
者
補
償
請
求
事
件
を
素
材
と
し
て

―
」
法
学
新
報
一
〇
六
巻
九
・
一
〇
号
（
二

〇
〇
〇
年
）
三
三
～
七
五
頁 

(5
7

) 

「
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る 

“

フ
ラ
ッ
ギ
ン
グ
・
ア
ウ
ト”

に
つ
い
て

―
便
宜
置
籍
船
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
九
九
巻
二
号
（
二

〇
〇
〇
年
）
一
～
三
二
頁 
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(5
8

) 

「
法
人
の
従
属
法
と
そ
の
適
用
範
囲

―
欧
州
諸
立
法
の
比
較
検
討
と
そ
の
立
法
論
へ
の
示
唆

―
」
国
際
私
法
年
報
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
七
～
一
三

五
頁 

(5
9

) 
「
比
較
法
学
に
お
け
る
優
劣
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
お
け
る
『
コ
ダ
ン
社
事
件
』
を
素
材
と
し
て

―
」
比
較
法
雑
誌
三
四
巻
三

号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
～
三
六
頁 

(6
0

)  

「J
a

p
a

n
」B

e
rg

m
a

n
n

/F
e
rid

/H
e
n

rich
 (H

rsg
.), In

te
rn

a
tio

n
a

le
s
 E

h
e
- u

n
d

 K
in

d
s
ch

a
fts

re
ch

t, L
o
se

b
la

tt (2
0

0
0

), 5
7

S
., in

s
b

. S
S

.1
0

-2
1

 

(S
ta

a
ts

a
n

g
e
h

ö
rig

k
e
its

re
ch

t)

（
共
著
者
・H

e
in

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s
/F

u
m

ih
ik

o
 S

a
to

h

） 

(6
1

)  

「S
ta

a
tsh

a
ftu

n
g
 d

e
r K

rie
g
s
g
e
s
ch

ä
d

ig
te

 im
 ja

p
a

n
is

ch
e
n

 In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 P

riv
a

tre
ch

t

」B
e
rg

e
r/K

ü
h

n
e
/G

ro
ß

fe
ld

/E
b

k
e
/E

lsin
g
(H

rsg
.), 

F
e
s
ts

ch
rift fü

r O
tto

 S
a

n
d

ro
ck

, H
e
id

e
lb

e
rg

 2
0

0
0

, S
S

.1
0

5
7

-1
0

6
4

. 

(6
2

)  

「V
o
rg

e
s
ch

ich
te

 
d

e
s
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 

E
h

e
re

ch
ts

 
in

 
J

a
p

a
n

」J
a

y
m

e
/S

ch
w

a
b

/G
o
ttw

a
ld

(H
rsg

.), 
F

e
s
ts

ch
rift 

fü
r 

D
ie

te
r 

H
e
n

rich
, 

B
ie

le
fe

ld
 2

0
0

0
, S

S
.6

5
7

-6
6

6
. 

 

(6
3

) 

「
比
較
法
学
に
お
け
る
異
同
の
確
認
基
準
に
つ
い
て

―
近
年
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て

―
」
法
学
新
報
一
〇
七
巻
九
・
一
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
一
～
四
〇

頁 

(6
4

) 

「
国
際
金
融
法
の
現
代
的
課
題

―
国
際
振
込
に
関
す
る
最
近
の
論
議

―
」
国
際
法
学
会
編
『
日
本
と
国
際
法
の
百
年 

第
七
巻
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
一
年
）

一
四
三
～
一
六
六
頁 

(6
5

) 

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
に
よ
る
国
連
国
際
物
品
売
買
条
約
の
解
釈

―
最
近
の
動
向
を
中
心
と
し
て

―
」（
法
学
新
報
一
〇
八
巻
五
・
六
号
（
好
美
清

光
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
（
二
〇
〇
一
年
）
一
二
七
～
一
八
六
頁 

(6
6

) 

「
ド
イ
ツ
裁
判
所
に
よ
る
国
連
国
際
物
品
売
買
条
約
の
解
釈

―
最
近
の
動
向
を
中
心
と
し
て

―
」（
大
内
和
臣
・
西
海
真
樹
共
編
『
国
連
の
紛
争
予
防
解
決

機
能
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
四
四
一
～
四
八
九
頁 

(6
7

) 

「
競
争
法
と
国
際
私
法
と
の
関
係
に
つ
い
て

―
国
際
私
法
は
ど
こ
ま
で
国
際
的
競
争
行
為
を
規
制
で
き
る
か
？
」
伊
従
寛
、
山
内
惟
介
他
編
『
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸

国
に
お
け
る
競
争
政
策
と
経
済
発
展
』
（
二
〇
〇
二
年
）
二
一
～
三
八
頁 

(6
8

) 

「
日
本
企
業
の
国
際
化
と
知
的
財
産
権
」
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
『
国
際
問
題
』
五
一
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
四
～
四
六
頁 

(6
9

)  

「
国
際
経
済
法
の
現
状
」
（
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
編
著
『
新
現
代
経
済
法
入
門 

[

第
二
版]

』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
六
四
～
二
八
八
頁 

(7
0

) 

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
離
婚
」（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
〇
〇
号
（
野
田
愛
子
・
若
林
昌
子
・
梶
村
太
一
・
松
原
正
明
編
『
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
二
四
五
題
』）
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（
二
〇
〇
二
年
）
六
八
～
七
〇
頁 

(7
1

) 
「
総
論
の
課
題
」
比
較
法
雑
誌
三
六
巻
臨
時
増
刊
号
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

日
本
の
法
文
化
」
（
二
〇
〇
三
年
）
四
一
～
五
七
頁 

(7
2

) 
「
国
際
私
法
に
お
け
る“

比
較
法”

の
意
義
に
つ
い
て

―
コ
ッ
ホ
教
授
の
所
説
を
中
心
と
し
て

―(

一) (

二) (

三
・
完)

」
法
学
新
報
一
〇
九
巻
五
・
六
号
（
大

内
和
臣
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）（
二
〇
〇
三
年
）
四
六
九
～
五
〇
〇
頁
、
一
一
〇
巻
五
・
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
～
三
七
頁
お
よ
び
一
一
一
巻
一
・
二
号

（
二
〇
〇
四
年
）
四
一
～
一
〇
五
頁 

(7
3

) 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
に
お
け
る“

セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件”

判
決
に
つ
い
て

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
一
九
九
九
年
三
月
九
日
判
決
の
検
討

―
」
法
学
新
報

一
〇
九
巻
一
一
・
一
二
号
（
菊
地
元
一
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）（
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
一
～
一
四
四
頁 

(7
4

)  

「R
e
z
e
p

tio
n

 d
e
s
 a

u
s
lä

n
d

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 in

 J
a

p
a

n

―B
e
isp

ie
le

 a
u

s
 d

e
m

 W
irtsch

a
fts

- u
n

d
 F

a
m

ilie
n

re
ch

ts

―
」3

6
 V

e
rfa

ss
u

n
g
 u

n
d

 

R
e
ch

t in
 Ü

b
e
rs

e
e
 (=

 L
a

w
 a

n
d

 P
o
litics

 in
 A

frica
, A

sia
 u

n
d

 L
a

tin
 A

m
e
rica

), H
e
ft 4

 (2
0

0
3

), S
S

.4
9

2
-5

1
0

. 

(7
5

)  

「W
a

s
 is

t J
a

p
a

n
is

ch
e
s
 R

e
ch

t ?

」B
o
rk

/H
o
e
re

n
/P

o
h

lm
a

n
n

 (H
rsg

.), R
e
ch

t u
n

d
 R

isik
o
 : F

e
s
tsch

rift fü
r H

e
lm

u
t K

o
llh

o
s
s
e
r, B

a
n

d
 II 

Z
iv

ilre
ch

t, 2
0

0
4

 K
a

rls
ru

h
e
, S

S
.7

9
9

-8
1

0
. 

(7
6

)  

「G
e
g
e
n

w
ä

rtig
e
r S

ta
n

d
 d

e
s
 ja

p
a

n
is

ch
e
n

 B
a

n
k

e
n

a
u

fsich
ts

re
ch

ts

―E
in

 B
e
isp

ie
l fü

r U
n

te
rn

e
h

m
e
n

 im
 S

p
a

n
n

u
n

g
s
fe

ld
 z

w
isch

e
n

 

M
a

rk
tfre

ih
e
it 

u
n

d
 

s
ta

a
tlich

e
r 

In
p

flich
tn

a
h

m
e

―
」B

la
u

ro
ck

/S
ch

w
a

rz 
(H

rsg
.), 

U
n

te
rn

e
h

m
e
n

 
im

 
S

p
a

n
n

u
n

g
s
fe

ld
 

z
w

is
ch

e
n

 

M
a

rk
tfre

ih
e
it 

u
n

d
 
S

ta
a

tlich
e
r 

In
p

flich
tn

a
h

m
e
 
(B

e
rich

te
 
in

 
d

e
r 

F
a

ch
g
ru

p
p

e
n

sitz
u

n
g
 
fü

r 
H

a
n

d
e
ls

- 
u

n
d

 
W

irts
ch

a
fts

re
ch

t 
d

e
r 

D
e
u

ts
ch

e
n

 G
e
s
e
lls

ch
a

ft fü
r R

e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
 v

o
m

 1
7

. b
is

. 1
9

. S
e
p

te
m

b
e
r 2

0
0

3
 in

 D
re

sd
e
n

), E
U

R
O

P
A

R
E

H
C

T
 B

e
ih

e
ft 2

/2
0

0
4

 

(B
a

d
e
n

-B
a

d
e
n

), S
S

.6
1

-7
7

. 

(7
7

)  

「D
e
r 

S
ch

u
tz

 
a

u
slä

n
d

is
ch

e
r 

G
e
s
ch

ä
d

ig
te

r 
b

e
im

 
S

tra
ß

e
n

v
e
rk

e
h

rsu
n

fa
ll 

in
 
d

e
r 

ja
p

a
n

is
ch

e
n

 
G

e
rich

tsp
ra

x
is

―E
in

 
T

h
e
m

a
 
im

 

S
p

a
n

n
u

n
g
s
fe

ld
 
v
o
n

 
R

e
ch

t 
u

n
d

 
K

u
ltu

r 

―
」M

a
n

se
l/K

ro
n

k
e
/H

a
u

sm
a

n
n

/K
o
h

le
r/P

fe
iffe

r 
(H

rsg
.), 

F
e
s
ts

ch
rift 

fü
r 

E
rik

 
J

a
y
m

e
, 

M
ü

n
ch

e
n

 2
0

0
4

, S
S

.1
0

1
1

-1
0

2
3

. 

(7
8

)  

「
国
際
私
法
に
お
け
る“

比
較
法”

の
意
義
に
つ
い
て

―
ジ
ェ
イ
ム
教
授
の
所
説
を
中
心
と
し
て

―(

一)

」
（
法
学
新
報
一
一
一
巻
九
・
一
〇
号
（
貝
塚
啓
明

先
生
古
稀
祈
念
論
文
集
）
（
二
〇
〇
五
年
）
一
～
三
九
頁 

(7
9

)  

「D
ie

 
ja

p
a

n
is

ch
e
 
B

e
sch

ä
ftig

u
n

g
 
m

it 
d

e
m

 
d

e
u

tsch
e
n

 
R

e
ch

ts
w

e
s
e
n

 
in

 
J

a
p

a
n

s
tu

d
ie

n

」J
a

h
rb

u
ch

 
d

e
s
 
D

e
u

ts
ch

e
n

 
In

s
titu

ts
 
fü

r 

J
a

p
a

n
s
tu

d
ie

n
, D

e
u

ts
ch

la
n

d
 in

 J
a

p
a

n
, B

d
.1

7
 (2

0
0

5
), M

ü
n

ch
e
n

 2
0

0
5

, 1
3

3
-1

6
3

（
共
著
者
・H

e
in

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

） 
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(8
0

)  

「
国
際
経
済
法
の
現
状
」
（
丹
宗
暁
信
・
厚
谷
襄
児
編
著
『
新
現
代
経
済
法
入
門 

[

第
三
版]

』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
八
三
～
三
一
〇
頁 

(8
1

)  
「
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
外
国
公
序
条
項
の
適
用
に
つ
い
て

―
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
主
張
と
そ
の
検
討

―
」（
法
学
新
報
一
一
二
巻
一
一
・
一
二
号
（
外

間
寛
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）
（
二
〇
〇
六
年
）
六
二
七
～
七
〇
二
頁 

(8
2

)  

「L
a

u
fe

n
 

u
n

d
 

R
e
ch

t 
–

 
D

ie
 

ja
p

a
n

is
ch

e
 

P
ilg

e
rfa

h
rt

」G
ro

ß
fe

ld
/Y

a
m

a
u

ch
i/E

h
le

rs/Ish
ik

a
w

a
 

(H
rsg

.), 
P

ro
b

le
m

e
 

d
e
s
 

d
e
u

tsch
e
n

, 

e
u

ro
p

ä
is

ch
e
n

 u
n

d
 ja

p
a

n
isch

e
n

 R
e
ch

ts
, B

e
rlin

 2
0

0
6

, S
S

.1
8

5
-2

0
7

. 

(8
3

)  

「E
rw

e
rb

 
v
o
n

 
A

n
te

ile
n

 
a

m
 
R

e
ch

ts
trä

g
e
r 

v
o
n

 
U

n
te

rn
e
h

m
e
n

 
im

 
ja

p
a

n
is

ch
e
n

 
G

e
s
e
lls

ch
a

fts
re

ch
t 

a
u

s
 
S

ich
t 

d
e
s
 

A
n

le
g
e
r- 

u
n

d
 

G
lä

u
b

ig
e
rs

ch
u

tz
e
s

」B
la

u
ro

ck
 (H

rs
g
.), A

n
le

g
e
r- u

n
d

 G
lä

u
b

ig
e
rs

ch
u

tz
 b

e
i H

a
n

d
e
ls

g
e
s
e
llsch

a
fte

n
, V

e
rh

a
n

d
lu

n
g
e
n

 d
e
r F

a
ch

g
ru

p
p

e
 

fü
r v

e
rg

le
ich

e
n

d
e
s
 H

a
n

d
e
ls

- u
n

d
 W

irts
ch

a
ftsre

ch
t b

e
i d

e
r 3

0
. T

a
g
u

n
g
 fü

r R
e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
 v

o
m

 2
2

. b
is

 2
4

. S
e
p

te
m

b
e
r 2

0
0

5
 in

 

W
ü

rz
b

u
rg

, R
e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
 u

n
d

 R
e
ch

ts
v
e
re

in
h

e
itlich

u
n

g
 4

, 
 
T

ü
b

in
g
e
n

 (M
o
h

r S
ie

b
e
ck

) 2
0

0
6

, S
S

.2
5

-4
8

. 

(8
4

)  

「K
u

ltu
r, R

e
ch

t, R
e
ch

ts
k

u
ltu

r

」F
re

u
n

d
e
s
k

re
is

 R
e
ch

ts
w

is
s
e
n

s
ch

a
ft (H

g
., S

C
H

L
A

G
L

IC
H

T
E

R
 5

, A
n

s
p

ra
ch

e
n

 u
n

d
 R

e
d

e
n

 a
n

 d
e
r 

R
e
ch

ts
w

iss
e
n

s
ch

a
ftlich

e
n

 F
a

k
u

ltä
t M

ü
n

s
te

r im
 A

k
a

d
e
m

isch
e
n

 J
a

h
r 2

0
0

5
/2

0
0

6
, M

ü
n

s
te

r 2
0

0
6

, S
S

.7
9

-9
8

. 

(8
5

)  

「
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る“

法
人
の
属
人
法”

の
決
定
基
準
に
つ
い
て

―
ヴ
ェ
ッ
ツ
ラ
ー
提
案
の
場
合

―
」（
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン

ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念

―
共
演 
ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
三
五
一
～
三
八
九
頁 

(8
6

)  

「
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
間
に
お
け
る
法
学
者
交
流
の
回
顧
と
展
望

―
二
〇
周
年
を
迎
え
て

―
」（
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念

―
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
四
〇
九
～
四
二
七
頁 

(8
7

)  

「
文
化
・
法
・
法
文
化
」（
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念

―
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』（
中
央
大
学
出
版

部
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七
五
～
五
〇
四
頁 

(8
8

)  

「B
rü

ck
e
 

u
n

d
 

R
e
ch

tsk
u

ltu
r

―Z
u

g
le

ich
 

D
a

n
k

e
s
re

d
e
 

fü
r 

d
ie

 
V

e
rle

ih
u

n
g
 

d
e
r 

F
e
s
ts

ch
rift 

J
a

p
a

n
isch

e
r 

B
rü

ck
e
n

b
a

u
e
r 

zu
m

 

d
e
u

tsch
e
n

 R
e
ch

tsk
re

is

―
」J

a
p

a
n

-Z
e
n

tru
m

: P
h

ilip
p

s
-U

n
iv

e
rsitä

t M
a

rb
u

rg
, O

cca
s
io

n
a

l P
a

p
e
rs

 N
o
.3

3
: A

k
a

d
e
m

is
ch

e
 F

e
ie

r a
u

s
 

A
n

la
ß

 
d

e
r 

Ü
b

e
rre

ich
u

n
g
 
d

e
r 

F
e
s
ts

ch
rift 

J
a

p
a

n
isch

e
r 

B
rü

ck
e
n

b
a

u
e
r 

zu
m

 
d

e
u

tsch
e
n

 
R

e
ch

tsk
re

is
 
a

n
 
P

ro
f. 

D
r. 

Y
A

M
A

U
C

H
I 

K
o
re

su
k

e
 a

m
 2

. M
a

i 2
0

0
7

, A
lte

 A
u

la
 d

e
r P

h
ilip

p
s
-U

n
iv

e
rsitä

t M
a

rb
u

rg
, J

u
n

i 2
0

0
8

, S
S

.1
9

-3
7

. 

(8
9

)  

「
植
物
に
化
体
さ
れ
た
法
文
化
の
比
較
可
能
性

―
民
話
に
み
る
法
文
化
探
求
の
一
局
面

―
」
法
学
新
報
一
一
六
巻
一
一
・
一
二
号
（
柳
井
俊
二
先
生
古
稀

記
念
論
文
集
）
（
二
〇
〇
九
年
）
七
二
一
～
七
七
四
頁 



15 

 

(9
0

)  

「G
e
s
e
lls

ch
a

ftss
ta

tu
t 

u
n

d
 

D
u

rch
g
riffsh

a
ftu

n
g
 

in
 

d
e
r 

in
te

rn
a

tio
n

a
lp

riv
a

tre
ch

tlich
e
n

 
G

e
rich

tsp
ra

x
is

 
J

a
p

a
n

s

」Z
v
e
rg

R
W

 

(Z
e
its

ch
rift 

fü
r 

v
e
rg

le
ich

e
n

d
e
 

R
e
ch

ts
w

is
s
e
n

s
ch

a
ft; 

A
rch

iv
 

fü
r 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 

W
irtsch

a
fts

re
ch

t) 
B

a
n

d
 

1
0

9
 

(2
0

1
0

) 
H

e
ft 

1
, 

S
S

.4
2

-7
5

 

(9
1

)  

「
日
本
国
際
私
法
に
お
け
る
法
人
準
拠
法
と
法
人
格
否
認

―
裁
判
例
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
か

―
」
『K

o
o
k

m
in

 
F

in
a

n
ce

 
L

a
w

 

R
e
v
ie

w
（F

e
s
ts

ch
rift fü

r W
o
n

 H
o
 L

e
e
 z

u
m

 6
5

. G
e
b

u
rts

ta
g

）
』（F

in
a

n
ce

 L
a

w
 In

s
titu

te
, K

o
o
k

m
in

 U
n

iv
e
rs

ity, S
e
o
u

l, K
o
re

a

）
、
二
〇
一

一
年
）
二
七
～
六
〇
頁 

(9
2

)  

「
国
際
労
働
法
の
体
系
的
位
置
付
け
に
つ
い
て

―
国
際
私
法
の
存
在
意
義
に
関
す
る
内
省
的
一
考
察

―
」（
『
角
田
邦
重
教
授
古
稀
記
念
論
文
集 

労
働
者
人

格
権
の
研
究 

上
巻
』
）
（
信
山
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
九
一
～
二
四
〇
頁 

(9
3

)  

「
国
際
私
法
と
比
較
法
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
五
十
嵐
清
博
士
の
所
説
を
手
掛
か
り
と
し
て

―
」
（
日
本
比
較
法
研
究
所
編
『F

u
tu

re
 

o
f 

C
o
m

p
a

ra
tiv

e
 S

tu
d

y
 in

 L
a

w
: T

h
e
 6

0
th

 a
n

n
iv

e
rs

a
ry

 o
f T

h
e
 In

s
titu

te
 o

f C
o
m

p
a

ra
tiv

e
 L

a
w

 in
 J

a
p

a
n

, C
h

u
o
 U

n
iv

e
rs

ity

』（
中
央
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
一
年
）
九
〇
七
～
九
七
九
頁 

(9
4

)  

「
国
際
私
法
に
お
け
る
子
の
奪
取
に
つ
い
て

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
よ
る
ハ
ー
グ
条
約
の
適
用

―
」（『
中
川
淳
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集 

家
族
法
の
理
論

と
実
務
』
（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
三
五
～
八
〇
頁 

(9
5

)  

「
比
較
法
と
国
際
私
法
と
の
関
係
に
つ
い
て

―
滝
沢
正
教
授
の
所
説
を
手
掛
か
り
と
し
て

―
」
法
学
新
報
一
一
八
巻
三
・
四
号
（
今
村
都
南
雄
教
授
退
職

記
念
号
）
（
二
〇
一
一
年
）
九
三
三
～
一
〇
四
四
頁 

(9
6

)  

「V
o
rg

e
h

e
n

s
w

e
is

e
 b

e
i d

e
r 

 
“R

e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
”

―z
u

r s
tru

k
tu

re
lle

n
 A

n
a

ly
se

 d
e
s
 H

a
n

d
lu

n
g
s
v
e
rla

u
fs

 b
e
i d

e
r “V

e
rg

le
ich

u
n

g
”

―
」

（『
比
較
法
研
究 

第
一
巻 

方
法
論
と
法
文
化
』
（
二
〇
一
一
年
）
二
〇
七
頁
～
二
四
五
頁 

(9
7

)  

「
歌
謡
に
化
体
さ
れ
た
法
文
化
探
求
の
一
局
面

―
わ
が
国
女
性
演
歌
歌
手
の
作
品
を
手
掛
か
り
に

―
（
一
）
」
法
学
新
報
一
一
九
巻
五
・
六
号
（
近
藤
昭
雄

教
授
退
職
記
念
号
）
（
二
〇
一
二
年
）
二
三
九
～
三
〇
一
頁 

(9
8

)  

「
国
際
私
法
と
憲
法
と
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

―
公
序
条
項
の
法
律
要
件
解
釈
を
め
ぐ
る
素
描
的
検
討

―
」
法
学
新
報
一
二
〇
巻
一
・
二
号
（
長
尾
一

紘
教
授
退
職
記
念
号
）
（
二
〇
一
三
年
）
七
一
五
～
七
八
五
頁 

(9
9

)  

「R
e
ch

ts
m

ä
rch

e
n

 
in

 
Ö

s
te

rre
ich

 
u

n
d

 
J

a
p

a
n

」S
ch

w
e
ig

h
o
fe

r/H
a

n
d

s
ta

n
g
e
r/H

o
ffm

a
n

n
/K

u
m

m
e
r/P

rim
o
s
ch

/ 
S

ch
e
fb

e
ck

/W
ith

a
lm

 

(H
rs

g
.), Z

e
ich

e
n

 u
n

d
 Z

a
u

b
e
r d

e
s
 R

e
ch

ts

―F
e
s
ts

ch
rift fü

r F
rie

d
rich

 L
a

ch
m

a
y
e
r

―
」E

d
itio

n
s
 W

e
b

la
w

, 2
0

1
4

、S
S

.7
7

 - 8
7

. 



16 

 

(1
0

0
)  

「A
u

fg
a

b
e
 d

e
r W

e
ltju

ris
te

n
 im

 2
1

. J
a

h
rh

u
n

d
e
rt

」S
C

H
L

A
G

L
IC

H
T

E
R

 1
2

 (2
0

1
2

/2
0

1
3

), S
S

.3
 –

 9
. 

(1
0

1
)  

「
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
間
の
交
流
に
お
け
る
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
、
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
両
博
士
の
功
績
」（
山
内
惟
介
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ

ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
五
周
年
記
念 

国
際
関
係
私
法
の
挑
戦

―M
e
ile

n
s
te

in
e
 

im
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 

P
riv

a
t- 

u
n

d
 

W
irts

ch
a

fts
re

ch
t 

―
 

F
e
s
tg

a
b

e
 fü

r B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

 u
n

d
 O

tto
 S

a
n

d
ro

ck

―
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）
三
～
二
〇
頁 

(1
0

2
)  

「
国
際
私
法
と
比
較
法
と
の
関
係
に
つ
い
て

―
桑
田
三
郎
博
士
「
マ
カ
ー
ロ
フ
『
国
際
私
法
と
比
較
法
』」
に
関
す
る
一
考
察―

」
（
山
内
惟
介
他
編

著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
五
周
年
記
念 

国
際
関
係
私
法
の
挑
戦

―M
e
ile

n
s
te

in
e
 

im
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 

P
riv

a
t- 

u
n

d
 

W
irtsch

a
fts

re
ch

t
―F

e
s
tg

a
b

e
 fü

r B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

 u
n

d
 O

tto
 S

a
n

d
ro

ck

―
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）
二
七
七
～
三
八
六
頁 

(1
0

3
)  

「
比
較
法
と
国
際
私
法
と
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

―
素
描
的
一
試
論

―
（
一
）
」
法
学
新
報
一
二
〇
巻
九
・
一
〇
号
（
折
田
正
樹
先
生
・
武
山
眞
行

先
生
退
職
記
念
号
）
（
二
〇
一
四
年
）
七
〇
七
～
七
三
二
頁 

(1
0

4
)  

「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト

―
法
文
化
研
究
の
視
点
か
ら

―
（
一
）
」
法
学
新
報
一
二
一
巻
七
・
八
号
（
毛
塚
勝
利
教
授
退
職
記
念

号
）
（
二
〇
一
四
年
）
四
〇
三
～
四
三
二
頁 

(1
0

5
)  

「N
a

ch
ru

f a
u

f P
ro

fe
s
s
o
r S

a
b

u
ro

 K
u

w
a

ta

」Z
e
its

ch
rift fü

r J
a

p
a

n
is

ch
e
s
 R

e
ch

t, J
a

h
rg

a
n

g
 (2

0
1

4
) N

r.3
7

, S
S

.3
2

7
-3

2
9

.

（
共
著
者
・

H
e
in

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

） 

(1
0

6
)  

「
国
際
私
法
と
刑
法
と
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

―
刑
法
第
一
条
な
い
し
第
四
条
の
二
の
適
用
規
範
性
を
め
ぐ
る
断
章

―
」（
法
学
新
報
一
二
一
巻
一

一
・
一
二
号
（
斎
藤
信
治
教
授
古
稀
記
念
祝
賀
論
文
集
）
（
二
〇
一
五
年
）
二
九
～
五
八
頁 

(1
0

7
)  

「
現
代
国
際
私
法
の
課
題
に
つ
い
て

―
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
を
い
か
に
受
け
止
め
る
か

―
」（
法
学
新
報
一
二
二
巻
一
・
二
号
（
廣
瀬
克
巨

教
授
追
悼
号
）
（
二
〇
一
五
年
）
八
五
五
～
九
一
〇
頁 

(1
0

8
)  

「
研
究
の
動
機
と
課
題
」
（
『
比
較
法
研
究 

第
二
巻 

比
較
法
と
国
際
私
法
』）
一
～
八
頁 

(1
0

9
)  

「
国
際
私
法
に
お
け
る“

比
較
法”

の
意
義
に
つ
い
て

―
ジ
ェ
イ
ム
教
授
の
所
説
を
中
心
と
し
て

―(

二
・
完)

」（
『
比
較
法
研
究 

第
二
巻 

比
較
法
と
国

際
私
法
』
）
一
五
一
～
二
五
六
頁 

(1
1

0
)  

「
比
較
法
と
国
際
私
法
と
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

―
素
描
的
一
試
論

―
（
二
・
完
）
」（
『
比
較
法
研
究 

第
二
巻 

比
較
法
と
国
際
私
法
』）
五
八
三

～
六
五
一
頁 

(1
1

1
)  

「
比
較
法
と
国
際
私
法
と
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

―
素
描
的
試
論
の
提
示

―
」
（
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
メ
ン
ク
ハ
ウ
ス
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

―
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W
iss

e
n

s
ch

a
fts

fa
m

iliä
re

 F
e
s
tg

a
b

e
 fü

r H
e
o
n

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

』（
二
〇
一
六
年
）
一
～
五
五
頁 

(1
1

2
)  

「
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
け
る
倒
産
会
社
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任

―
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
四
年
提
示
決
定
の
場
合

―
」（
『
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
・
メ
ン
ク
ハ
ウ
ス
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

―W
iss

e
n

s
ch

a
fts

fa
m

iliä
re

 F
e
s
tg

a
b

e
 fü

r H
e
o
n

rich
 M

e
n

k
h

a
u

s

』（
二
〇
一
六
年
）
七
五
～
一
二
二
頁 

(1
1

3
)  

「
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
け
る
倒
産
会
社
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任

―
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
四
年
提
示
決
定
の
場
合

―
（
一
）（
二
・
完
）
」

法
学
新
報
一
二
二
巻
九
・
一
〇
号
（
永
井
和
之
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
）（
二
〇
一
六
年
）
五
二
一
～
五
六
二
頁
お
よ
び
一
二
二
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
〇
一

六
年
）
一
四
五
～
一
九
四
頁 

(1
1

4
)  

「
法
律
学
に
お
け
る
二
〇
〇
八
年
食
糧
危
機
の
教
訓

―
「
国
際
化
」
か
ら
「
地
球
社
会
化
」
へ
の
転
換

―
（
一
）
（
二
・
完
）」
法
学
新
報
一
二
三
巻

七
号
（
滝
田
賢
治
教
授
古
稀
記
念
号
）
七
一
七
～
七
四
一
頁
お
よ
び
一
二
三
巻
八
号
八
九
～
一
二
四
頁 

(1
1

5
)  

「
最
終
講
義
・
二
一
世
紀
法
律
学
の
課
題
と
法
律
家
の
社
会
的
責
任

―
国
際
企
業
関
係
法
学
科
四
半
世
紀
の
経
験
を
通
し
て

―
」
全
四
二
頁
（
脚
注

な
し
）
（
非
売
品
） 

(1
1

6
)  

「
最
終
講
義
・
二
一
世
紀
法
律
学
の
課
題
と
法
律
家
の
社
会
的
責
任

―
国
際
企
業
関
係
法
学
科
四
半
世
紀
の
経
験
を
通
し
て

―
」（
二
〇
一
七
年
一
月

一
九
日
「
比
較
法
文
化
論
講
義
」
）
白
門
六
九
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
号
）
四
二
～
六
四
頁 

(1
1

7
)  

「

比

較

法

研

究

の

課

題

―
明

治

大

学

法

学

部

付

属

比

較

法

研

究

所

へ

の

期

待

を

込

め

て

―
」

h
ttp

://w
w

w
.m

e
iji.a

c.jp
/h

o
g
a
k
u
/in

fo
rm

a
tio

n
/6

t5
h
7
p
0
0
0
0
0
o
sp

l4
-
a
tt/a

1
5
0
0
4
3
3
3
7
4
4
3
4
.p

d
f

（
二
〇
一
七
年
七
月
二
二
にc

h

確
認
） 

 

学
会
報
告
、
講
演
お
よ
び
特
別
講
義 

(1
) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
『
便
宜
置
籍
船
』
の
問
題

―
ア
メ
リ
カ
判
例
を
中
心
と
し
て

―
」(

一
九
七
六
年
五
月
、
国
際
私
法
学
会
第
五
四
回
研
究
大
会
報
告)

（
京
都
大
学
） 

(2
) 

「
外
国
会
社
の
承
認
に
関
す
る
一
考
察

―
最
近
の
西
ド
イ
ツ
学
説
へ
の
論
及

―
」(

一
九
八
二
年
五
月
、
国
際
私
法
学
会
第
六
六
回
研
究
大
会
報
告)

（
福
岡

大
学
） 

(3
) 

「E
in

 V
e
rg

le
ich

 d
e
s
 in

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 F
a

m
ilie

n
re

ch
ts

 z
w

is
ch

e
n

 d
e
n

 N
ie

d
e
rla

n
d

e
n

 u
n

d
 J

a
p

a
n

―E
in

e
 s

y
s
te

m
a

tis
ch

e
 S

k
iz

z
e
 

―
」

（
一
九
八
四
年
四
月
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
リ
ン
ブ
ル
ク
大
学
講
演
） 

(4
) 

「R
e
z
e
p

tio
n

 w
e
s
te

u
ro

p
ä

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 u

n
d

 F
u

n
k

tio
n

 d
e
s
 re

z
ip

ie
rte

n
 a

u
s
lä

n
d

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 in

 J
a

p
a

n

」（
一
九
八
四
年
六
月
、
ス
ウ
ェ
ー

http://www.meiji.ac.jp/hogaku/information/6t5h7p00000ospl4-att/a1500433374434.pdf
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デ
ン
王
国
ル
ン
ド
大
学
法
学
部
講
演
） 

(5
) 

「
外
国
中
央
銀
行
と
執
行
免
除

―
西
ド
イ
ツ
法
・
ス
イ
ス
法
を
中
心
と
し
て

―
」（
一
九
八
六
年
一
〇
月
、
国
際
法
学
会
第
八
九
年
次
秋
季
研
究
大
会
報
告
）

（
法
政
大
学
） 

(6
) 

「D
a

s
 In

sid
e
rre

ch
t in

 J
a

p
a

n

」
（
一
九
八
八
年
七
月
一
三
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
法
学
部
講
演
） 

(7
)  

「In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 K

o
n

z
e
rn

re
ch

t in
 J

a
p

a
n

」
（
一
九
八
八
年
七
月
一
五
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
大
学
講
演
） 

(8
) 

「A
u

slä
n

d
isch

e
s
 R

e
ch

t u
n

d
 R

e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

u
n

g
 in

 d
e
r ja

p
a

n
isch

e
n

 J
u

ris
te

n
a

u
s
b

ild
u

n
g
,

」
（
一
九
八
九
年
二
月
三
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
法
学
部
特
別
講
義
） 

(9
) 

「Z
u

 B
a

n
k

- u
n

d
 E

ffe
k

te
n

g
e
s
ch

ä
fte

 im
 ja

p
a

n
isch

e
n

 G
e
s
e
tz

e
s
- u

n
d

 G
e
w

o
h

n
h

e
its

re
ch

t

」（
一
九
八
九
年
二
月
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン

ス
タ
ー
大
学
法
学
部
特
別
講
義
） 

(1
0
) 

「
国
際
私
法
に
お
け
る
『
言
葉
の
リ
ス
ク
』
に
つ
い
て

―
西
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
を
中
心
と
し
て

―
」（
一
九
九
〇
年
五
月
、
国
際
私
法
学
会
第
八
二
回
研

究
大
会
報
告
）
（
金
沢
大
学
） 

(1
1
) 

「D
a

s
 J

a
p

a
n

is
ch

e
 im

 ja
p

a
n

is
ch

e
n

 F
in

a
n

z
re

ch
t

」（
一
九
九
一
年
一
〇
月
、
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
第
六
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）
（
東
京
） 

(1
2
) 

「J
u

ris
te

n
a

u
s
b

ild
u

n
g
 u

n
d

 A
n

w
e
n

d
u

n
g
 a

u
s
lä

n
d

isch
e
n

 R
e
ch

ts
 in

 J
a

p
a

n

」（
一
九
九
二
年
四
月
、
ス
イ
ス
建
国
七
〇
〇
年
記
念
ス
イ
ス
国
立
比

較
法
研
究
所
創
立
一
〇
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
（
ス
イ
ス
連
邦
ロ
ザ
ン
ヌ
） 

(1
3
) 

「
競
争
法
の
域
外
適
用
と
そ
の
調
整
」（
一
九
九
四
年
三
月
一
八
～
二
〇
日
、
中
央
大
学
日
本
比
較
法
研
究
所
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州
立
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
東

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催
共
同
国
際
研
究
集
会
報
告
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ア
ト
ル
） 

(1
4
) 

「P
riv

a
tis

ie
ru

n
g
 v

o
n

 S
ta

a
tsu

n
te

rn
e
h

m
e
n

 in
 J

a
p

a
n

」
（
一
九
九
四
年
三
月
二
五
日
、
ド
イ
ツ
比
較
法
学
会
第
二
四
回
大
会
（
ド
イ
ツ
比
較
法
学
会

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
大
会
）
商
法
・
経
済
法
部
会
報
告
）（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ベ
ル
リ
ン
） 

(1
5
) 

「S
ta

n
d

 u
n

d
 P

e
rs

p
e
k

tiv
e
n

 d
e
r D

e
re

g
u

lie
ru

n
g
 in

 J
a

p
a

n

」（
一
九
九
七
年
九
月
二
六
日
、
ド
イ
ツ
比
較
法
学
会
第
二
六
回
大
会
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
比

較
法
学
会
と
の
共
催
）
商
法
・
経
済
法
部
会
報
告
）（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
グ
ラ
ー
ツ
） 

(1
6
) 

「
法
学
教
育
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
八
年
九
月
一
九
日
・
二
〇
日
開
催
、
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス 

第
一
六
回
大
学
教
員
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
よ
り
よ
い
大
学
教
育
の
方
法
を
求
め
て

―
教
え
る
授
業
か
ら
学
ぶ
授
業
へ

―
そ
の
二

―
」
講
演
（
東
京
） 

(1
7
) 

「
法
人
の
従
属
法
と
そ
の
適
用
範
囲

―
立
法
論
を
中
心
に

―
」（
一
九
九
九
年
六
月
一
九
日
、
国
際
私
法
学
会
第
一
〇
〇
回
研
究
大
会
（
法
例
施
行
一
〇
〇
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周
年
記
念
・
国
際
私
法
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
大
会
）
報
告
）
（
北
海
道
大
学
） 

(1
8
) 

「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」（
一
九
九
九
年
二
月
二
日
、
熊
本
大
学
法
学
部
Ｆ
Ｄ
委
員
会
講
演
）（
熊
本
大
学
） 

(1
9
) 

「
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
『
フ
ラ
ッ
ギ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
』
に
つ
い
て

―
便
宜
置
籍
船
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

―
」（
一
九
九
九
年
一
〇
月
九
日
、
国
際

法
学
会
第
一
〇
二
年
次
秋
季
研
究
大
会
報
告
）
（
東
北
大
学
） 

(2
0
) 

「W
a

s
 is

t J
a

p
a

n
is

ch
e
s
 R

e
ch

t ?

」
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
日
本
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
三
年
六
月
二
六
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
講
演
） 

(2
1
) 

「D
ie

 R
e
z
e
p

tio
n

 a
u

s
lä

n
d

is
ch

e
n

 R
e
ch

ts
 in

 J
a

p
a

n
 

―B
e
isp

ie
le

 a
u

s
 d

e
m

 W
irts

ch
a

fts
- u

n
d

 d
e
m

 F
a

m
ilie

n
re

ch
t

―
」
（
二
〇
〇
三
年
六
月

二
九
日
、
ド
イ
ツ
海
外
比
較
法
政
研
究
会
（J

a
h

re
s
ta

g
u

n
g
 d

e
r G

e
s
e
lls

ch
a

ft fü
r V

ö
lk

e
rre

ch
t u

n
d

 A
u

s
w

ä
rtig

e
 P

o
litik

）
二
〇
〇
三
年
大
会
）
基

調
報
告
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ケ
ル
ン
） 

(2
2
) 

「G
e
g
e
n

w
ä

rtig
e
r S

ta
n

d
 d

e
s
 ja

p
a

n
is

ch
e
n

 B
a

n
k

e
n

a
u

fsich
ts

re
ch

ts

」（
二
〇
〇
三
年
九
月
一
九
日
、
ド
イ
ツ
比
較
法
学
会
第
二
九
回
大
会
商
法
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
部
会
報
告
）
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ド
レ
ス
デ
ン
） 

(2
3
) 

「
会
社
の
国
籍
と
外
交
的
保
護
」
（
二
〇
〇
四
年
四
月
一
〇
日
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
日
本
部
会
研
究
大
報
告
）（
東
京
大
学
） 

(2
4
) 

「A
n

le
g
e
r- u

n
d

 G
lä

u
b

ig
e
rs

ch
u

tz
 im

 ja
p

a
n

is
ch

e
n

 n
a

tio
n

a
le

n
 u

n
d

 in
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 G

e
s
e
lls

ch
a

fts
re

ch
t

」
（
二
〇
〇
五
年
九
月
二
三
日
、
ド

イ
ツ
比
較
法
学
会
第
三
〇
回
大
会
商
法
部
会
・
経
済
法
部
会
報
告
）
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
） 

(2
5
) 

「K
u

ltu
r, R

e
ch

t, R
e
ch

ts
k

u
ltu

r

」（
二
〇
〇
六
年
二
月
七
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
・
中
央
大
学
法
学
者
交
流
二
〇
周
年
記
念
式
典

特
別
講
演
）
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
） 

(2
6
) 

「D
a

n
k

e
s
re

d
e
: 

B
rü

ck
e
 

u
n

d
 
R

e
ch

t

」
（
二
〇
〇
七
年
五
月
二
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
の”F

e
s
ts

ch
rift 

fü
r 

K
o
re

s
u

k
e
 

Y
a

m
a

u
ch

i z
u

m
 6

0
. G

e
b

u
rts

ta
g

”

贈
呈
式
答
礼
講
演
） 

(2
7
) 

「D
a

s
 

g
lo

b
a

le
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

 
P

riv
a

tre
ch

t 
im

 
2

1
. 

J
a

h
rh

u
n

d
e
rt

―W
e
n

d
u

n
g
 

d
e
s 

k
la

s
sisch

e
n

 
P

a
ra

d
ig

m
a

s
 

d
e
s
 

IP
R

s
 

z
u

r 

G
lo

b
a

lis
ie

ru
n

g

―
」
（
二
〇
〇
九
年
五
月
一
九
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
レ
大
学
法
学
部
講
演
） 

(2
8
) 

「A
u

fg
a

b
e
 d

e
r W

e
ltju

ris
te

n
 im

 2
1

. ja
h

rh
u

n
d

e
rt

」
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
法
学
部
主
催
「
二
〇
一

二
年
後
期
法
学
博
士
学
位
授
与
式
」
特
別
講
演
）
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
） 

(2
9
) 

「R
e
d

e
 b

e
i d

e
r F

e
ie

r z
u

m
 8

0
. G

e
b

u
rts

ta
g
 v

o
n

 P
ro

fe
s
so

r D
r. B

e
rn

h
a

rd
 G

ro
s
fe

ld
, F

re
ita

g
,

」
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日
、
『
中
央
大
学
・
ミ
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ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
五
周
年
記
念 

国
際
関
係
私
法
の
挑
戦
：M

e
ile

n
s
te

in
e
 

im
 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 

P
riv

a
t- 

u
n

d
 

W
irts

ch
a

ftsre
ch

t 

― 

F
e
s
tg

a
b

e
 fü

r B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

 u
n

d
 O

tto
 S

a
n

d
ro

ck

』
贈
呈
式
講
演
）
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
） 

(3
0
) 

「
現
代
国
際
私
法
の
課
題
に
つ
い
て
」
（
二
〇
一
四
年
九
月
二
一
日
、
国
際
法
学
会
報
告
）
（
新
潟
） 

(3
1
) 

「
比
較
法
研
究
の
課
題

―
明
治
大
学
法
学
部
付
属
比
較
法
研
究
所
へ
の
期
待
を
込
め
て

―
」（
二
〇
一
七
年
七
月
一
五
日
、
明
治
大
学
法
学
部
付
属
比
較
法

研
究
所
開
館
記
念
講
演
会
） 

(3
2
) 

「D
a

n
k

e
s
re

d
e
: D

ie
 R

e
ch

ts
w

iss
e
n

s
ch

a
ft im

 2
1

. J
a

h
rh

u
n

d
e
rt

― 
U

m
o
rie

n
tie

ru
n

g
 v

o
m

 n
a

tio
n

a
le

n
 R

e
ch

t z
u

m
 g

lo
b

a
le

n
 R

e
ch

t ―

」（
二

〇
一
七
年
五
月
一
四
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
市
メ
ー
ヴ
ェ
ン
ピ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
で
の”F

e
s
ts

ch
rift fü

r K
o
re

su
k

e
 Y

a
m

a
u

ch
i z

u
m

 7
0

. 

G
e
b

u
rts

ta
g
”

贈
呈
式
答
礼
講
演
） 

 

判
例
研
究
お
よ
び
判
例
解
説 

(1
) 

「
渉
外
判
例
研
究
・
公
海
上
に
お
け
る
異
国
籍
船
舶
間
の
衝
突
事
件
の
準
拠
法

―
『
便
宜
置
籍
船
』
の
事
例

―
（
東
京
地
裁
昭
和
四
九
年
六
月
一
七
日
判

決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
一
号
（
一
九
七
五
年
）
一
三
二
～
一
三
四
頁 

(2
) 

「
渉
外
判
例
研
究
・
大
韓
民
国
法
上
の
法
定
期
間
徒
過
後
に
提
起
さ
れ
た
死
後
認
知
の
訴
の
許
否
と
法
例
三
〇
条
（
最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
五
〇
年
六
月

二
七
日
判
決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
三
〇
号
（
一
九
七
七
年
）
一
五
九
～
一
六
一
頁 

(3
) 

「
外
国
判
例
紹
介
・
公
海
上
に
お
け
る
異
国
籍
船
舶
間
の
衝
突
事
件
の
準
拠
法

―“

便
宜
置
籍
船”

に
関
す
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
高
裁
の
一
判
決

―
（
一
九
七
四
年

一
一
月
一
四
日
判
決
）
」
海
事
産
業
研
究
所
報
一
五
〇
号
（
一
九
七
八
年
）
三
五
～
四
〇
頁 

(4
) 

「
渉
外
判
例
研
究
・
日
本
人
妻
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
夫
に
対
す
る
離
婚
請
求
と
法
例
三
〇
条
、
離
婚
に
伴
う
親
権
者
の
指
定
の
準
拠
法
（
東
京
地
裁
昭
和
五
三

年
三
月
一
〇
日
判
決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
五
号
（
一
九
七
九
年
）
一
五
六
～
一
五
八
頁 

(5
) 

「
渉
外
判
例
研
究
・
日
本
人
妻
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
夫
に
対
す
る
離
婚
請
求
と
法
例
三
〇
条

―
補
充
的
連
結
と
し
て
の
『
妻
の
本
国
法
』
他

―
（
東
京
地
裁

昭
和
五
五
年
二
月
二
二
日
判
決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
七
号
（
一
九
八
一
年
）
一
四
六
～
一
四
八
頁 

(6
) 

「
六
九
事
件 

養
子
縁
組
と
家
裁
の
許
可
（
東
京
家
裁
昭
和
三
六
年
二
月
一
〇
日
審
判
）
」
池
原
季
雄
他
編
『
渉
外
判
例
百
選
（
第
二
版
）
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス

ト
八
七
号
）
有
斐
閣
（
一
九
八
六
年
）
一
四
四
～
一
四
五
頁 

(7
) 

「
一
一
七
事
件 

国
家
賠
償
法
と
相
互
の
保
証
（
名
古
屋
高
裁
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
判
決
）
」
池
原
季
雄
他
編
『
渉
外
判
例
百
選
（
第
二
版
）』（
別
冊
ジ
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ュ
リ
ス
ト
八
七
号
）
有
斐
閣
（
一
九
八
六
年
）
二
四
〇
～
二
四
一
頁 

(8
) 

「
日
本
人
妻
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
夫
に
対
す
る
離
婚
請
求
を
棄
却
し
た
事
例
（
新
潟
地
裁
民
事
第
一
部
昭
和
六
三
年
五
月
二
〇
日
判
決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
七

号
（
『
平
成
元
年
度
重
要
判
例
解
説
』
）
（
一
九
九
〇
年)

二
七
四
～
二
七
六
頁 

(9
) 

「
船
舶
先
取
特
権
の
成
立
の
準
拠
法
（
東
京
地
裁
平
成
三
年
八
月
一
九
日
決
定
）
」
法
律
時
報
別
冊
『
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
九
二
年
（
下
）
』
第
五
号 

[

平

成
三
年
度
判
例
評
論]

（
一
九
九
二
年
）
一
五
八
～
一
六
一
頁 

(1
0

) 

「
七
四
事
件 
養
子
縁
組
と
家
裁
の
許
可
（
盛
岡
家
裁
平
成
二
年
八
月
六
日
審
判
）
」
池
原
季
雄
他
編
『
渉
外
判
例
百
選
（
第
三
版
）
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

三
三
号
）
（
一
九
九
五
年
）
一
五
〇
～
一
五
一
頁 

(1
1

) 

「
一
二
七
事
件 

国
家
賠
償
法
と
相
互
の
保
証
（
名
古
屋
高
裁
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
判
決
）
」
池
原
季
雄
他
編
『
渉
外
判
例
百
選
（
第
三
版
）』（
別
冊
ジ

ュ
リ
ス
ト
一
三
三
号
）
（
一
九
九
五
年
）
二
五
六
～
二
五
七
頁 

(1
2

) 

「
旧
日
本
軍
人
の
国
外
で
の
行
為
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求
と
法
例
一
一
条
（
東
京
地
裁
民
事
第
一
五
部
平
成
一
〇
年
一
〇
月
九
日
判
決
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一

五
七
号
（
『
平
成
一
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
』
）
（
一
九
九
九
年
）
二
八
八
～
二
九
〇
頁 

(1
3

) 

「
六
〇
事
件 

認
知
（
東
京
地
裁
平
成
四
年
九
月
二
五
日
判
決
）
」
櫻
田
嘉
章
他
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
二
号
）（
二
〇
〇
四
年
）

一
二
二
～
一
二
三
頁 

(1
4

) 

「
六
六
事
件 

親
子
間
の
面
接
交
渉
（
東
京
家
裁
平
成
七
年
一
〇
月
九
日
審
判
）
」
櫻
田
嘉
章
他
人
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選
』
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
二

号
）
（
二
〇
〇
四
年
）
一
三
四
～
一
三
五
頁 

(1
5

) 

「
六
二
事
件 

認
知
（
東
京
地
裁
平
成
四
年
九
月
二
五
日
判
決
）
」
櫻
田
嘉
章
他
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選 

[

第
二
版]

』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
五
号
）（
二

〇
〇
七
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁 

(1
6

) 

「
六
八
事
件 

親
子
間
の
面
接
交
渉
（
東
京
家
裁
平
成
七
年
一
〇
月
九
日
審
判
）
」
櫻
田
嘉
章
他
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選[

第
二
版]

』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

八
五
号
）
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
八
～
一
三
九
頁 

(1
7

) 

「
六
二
事
件 

認
知
（
東
京
地
裁
平
成
四
年
九
月
二
五
日
判
決
）
」
櫻
田
嘉
章
他
人
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選
（
新
法
対
応
補
正
版
）』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

八
五
号
）
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁 

(1
8

) 

「
六
八
事
件 

親
子
間
の
面
接
交
渉
（
東
京
家
裁
平
成
七
年
一
〇
月
九
日
審
判
）
」
櫻
田
嘉
章
他
人
編
『
国
際
私
法
判
例
百
選
（
新
法
対
応
補
正
版
）
』（
別
冊

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
五
号
）
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
八
～
一
三
九
頁 
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外
国
立
法
等
紹
介 

(1
) 

「R
e
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r D
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u
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r d

e
s
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z
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s
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s
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n
z
) 

―M
o
d

e
ll e
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e
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e
s
e
tz

e
s
v
o
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e
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itu
n
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 m

itte
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k
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n
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e
r 

D
a

te
n

v
e
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e
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n
g
s
a

n
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g
e
n

 

― 

」（
共
編
者
・
木
川
統
一
郎
・
鈴
木
重
勝
）
法
学
新
報
八
〇
巻
四
号
（
一
九
七
三
年
）
五
一
～
五
四
頁
、
八
八
～
一
一

〇
頁 

(2
) 

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
国
際
私
法
お
よ
び
国
際
手
続
法
の
改
正
草
案
に
つ
い
て

―
い
わ
ゆ
る
『
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ト
草
案
』
―
」
法
学
新
報
八
一
巻
四
号
（
一

九
七
四
年
）
一
五
三
～
一
八
四
頁 

(3
) 

「
国
際
戸
籍
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
の
協
定
お
よ
び
協
定
案
に
つ
い
て(

一)

～(

五
・
完)

」
戸
籍
時
報
二
一
八
号
（
一
九
七
六
年
）
六
～
一
五
頁
、
二
一
九
号

（
一
九
七
六
年
）
三
五
～
四
四
頁
、
二
二
〇
号
（
一
九
七
六
年
）
三
四
～
四
二
頁
、
二
二
二
号
（
一
九
七
六
年
）
三
六
～
四
五
頁
、
二
二
三
号
（
一
九
七
六
年
）

三
五
～
四
四
頁 

(4
) 

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
」
比
較
法
雑
誌
一
〇
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
五
九
～
八
七
頁 

(5
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
関
係
立
法
の
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
七
号
（
一
九
七
八
年
）
八
七
～
九
六
頁 

(6
) 

「
国
際
戸
籍
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
の
協
定
お
よ
び
協
定
案
に
つ
い
て(

六)

～(

七)

」
戸
籍
時
報
二
七
三
号
（
一
九
八
一
年
）
三
八
～
四
三
頁
お
よ
び
二
七
四

号
（
一
九
八
一
年
）
四
一
～
四
六
頁 

(7
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
改
正
の
た
め
の
諸
提
案
」
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
臨
時
三
号
（
一
九
八
一
年
）
九
五
～
一
五
八
頁 

(8
) 

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
際
私
法
典
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
八
八
巻
五
・
六
号
（
一
九
八
一
年
）
一
七
一
～
二
〇
三
頁 

(9
) 

「
西
ド
イ
ツ
国
際
私
法
改
正
の
た
め
の
政
府
草
案(

一)

～(

六
・
完)
」
比
較
法
雑
誌
一
七
巻
三
号
（
一
九
八
三
年
）
一
〇
七
～
一
三
五
頁
、
一
七
巻
四
号
（
一

九
八
四
年
）
四
九
～
八
一
頁
、
一
八
巻
一
号
（
一
九
八
四
年
）
七
七
～
一
一
一
頁
、
一
八
巻
二
号
（
一
九
八
四
年
）
七
九
～
一
一
〇
頁
、
一
八
巻
三
号
下
（
一

九
八
四
年
）
一
二
五
～
一
六
〇
頁
、
一
八
巻
四
号
（
一
九
八
五
年
）
一
二
一
～
一
五
六
頁 

(1
0

) 

「
西
ド
イ
ツ
の
改
正
国
際
私
法
に
つ
い
て
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
戸
籍
時
報
三
四
四
号
（
一
九
八
六
年
）
一
七
～
二
六
頁
、
三
四
五
号
（
一
九
八
六
年
）

三
七
～
四
五
頁
お
よ
び
三
四
六
号
（
一
九
八
七
年
）
三
七
～
四
三
頁 

 

解
説
記
事
、
辞
典
執
筆
等 
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(1
) 

「
六
二 

国
際
取
引
の
準
拠
法
⑴
」
戸
田
修
三
他
編
『
商
取
引
法
の
基
礎
』(

基
礎
法
律
学
体
系
二
三) 

[

実
用
編] 

（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
八
年
）
一
三

七
～
一
三
八
頁 

(2
) 

「
六
三 

国
際
取
引
の
準
拠
法
⑵
」
戸
田
修
三
他
編
『
商
取
引
法
の
基
礎
』(

基
礎
法
律
学
体
系
二
三) 

[

実
用
編] 

（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
八
年
）
青
林

書
院
新
社
、
一
三
九
～
一
四
一
頁 

(3
) 

「
二
三 
便
宜
置
籍
船
と
法
律
回
避
論
」
澤
木
敬
郎
編
『
国
際
私
法
の
争
点
』
（
一
九
八
〇
年
）
五
一
～
五
二
頁 

(4
) 

「
九
三 

国
籍
法
と
両
性
平
等
」
澤
木
敬
郎
編
『
国
際
私
法
の
争
点
』
（
一
九
八
〇
年
）
一
七
七
頁 

(5
) 

「
国
際
私
法
」
『
最
新 

司
法
試
験
案
内

― 

各
科
目
勉
強
法

― 

』（
文
久
書
林
、
一
九
八
三
年
）
一
九
四
～
二
〇
五
頁 

(6
) 

「
八 

法
律
関
係
の
性
質
決
定
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
一
六
～
一
八
頁 

(7
) 

「
九 

連
結
点
の
決
定

―
国
籍
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
一
九
～
二
一
頁 

(8
) 

「
一
三 

隠
さ
れ
た
反
致
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
二
九
～
三
一
頁 

(9
) 

「
一
六 

法
律
の
回
避
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
三
六
～
三
七
頁 

(1
0

) 

「
一
七 

先
決
問
題
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
三
八
～
三
九
頁 

(1
1

) 

「
一
八 

外
国
法
の
不
明
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
四
〇
～
四
一
頁 

(1
2

) 

「
二
三 

法
人
の
従
属
法
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
五
〇
～
五
一
頁 

(1
3

) 

「
二
四 

法
人
の
外
部
関
係
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
五
二
か
ら
五
三
頁 

(1
4

) 

「
二
五 

外
国
会
社
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
五
四
か
ら
五
五
頁 

(1
5

) 

「
二
六 

多
国
籍
企
業
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法
』
（
法
学
書
院
、
一
九
八
三
年
）
五
六
～
五
七
頁 

(1
6

) 

「
第
一
〇
問 

法
人
の
機
関
の
代
表
権
の
有
無
お
よ
び
範
囲
は
、
い
づ
れ
の
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
か
。」
田
中
館
照
橘
他
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー

六
九
号 

司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ 

法
律
選
択
科
目
篇
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
四
五
～
一
四
六
頁 

(1
7

) 

「
第
一
四
問 

国
際
私
法
に
お
け
る
消
費
者
契
約
の
準
拠
法
を
論
ぜ
よ
。
」
田
中
館
照
橘
他
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
号
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ 

法
律
選

択
科
目
篇
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
四
九
～
一
五
〇
頁 

(1
8

) 

「
第
一
八
問 

債
権
譲
渡
の
準
拠
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
。」
田
中
館
照
橘
他
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
号
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ 

法
律
選
択
科
目
篇
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
五
三
～
一
五
四
頁 
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(1
9

) 

「
第
三
〇
問 

甲
国
人
Ａ
は
、
乙
国
人
Ｂ
を
認
知
す
る
旨
の
遺
言
を
行
っ
て
死
亡
し
た
。
Ｂ
が
Ａ
の
子
と
し
て
Ａ
の
遺
産
を
相
続
し
得
る
た
め
に
は
、
い
か

な
る
国
の
法
律
上
、
い
か
な
る
要
件
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
か
。」
田
中
館
照
橘
他
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
号
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ 

法
律
選
択
科
目

篇
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
六
三
～
一
六
五
頁 

(2
0

) 

「
国
際
金
融
法
の
課
題
」
一
九
八
五
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
八
六
年
）
一
三
四
～
一
三
八
頁
（
非
売
品
） 

(2
1

) 

「
外
国
中
央
銀
行
と
執
行
免
除

― 

西
ド
イ
ツ
法
・
ス
イ
ス
法
を
中
心
と
し
て

―
」
一
九
八
六
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
八
七
年
）
二

二
七
～
二
三
五
頁
（
非
売
品
） 

(2
2

) 

「
総
括
的
考
察
」
一
九
八
七
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
八
八
年
）
二
二
六
～
二
二
七
頁
（
非
売
品
） 

(2
3

) 

「
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の
法
律
問
題

― 

西
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
展
開

―
」
一
九
八
七
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
八
八
年
）
二
二
八
～
二

三
五
頁
（
非
売
品
） 

(2
4

) 

「
白
門
時
評
・
法
と
社
会 

国
際
家
族
法
の
改
正
」
白
門
四
一
巻
一
二
号
（
一
九
八
九
年
）
四
～
五
頁 

(2
5

) 

「
国
際
私
法
の
基
礎
理
論(

一)

～(
九
・
完)

」
白
門
四
二
巻
四
号
（
一
九
九
〇
年
）
四
〇
～
四
七
頁
、
四
二
巻
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
二
～
五
九
頁
、
四
二

巻
六
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
二
～
三
九
頁
、
四
二
巻
七
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
〇
～
五
九
頁
、
四
二
巻
八
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
〇
～
三
九
頁
、
四
二
巻
九

号
（
一
九
九
〇
年
）
四
人
～
五
二
頁
、
四
二
巻
一
〇
号
（
一
九
九
〇
年
）
二
八
～
三
四
頁
、
四
二
巻
一
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
七
四
～
八
一
頁
、
四
二
巻
一

二
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
四
～
四
五
頁 

(2
6

) 

「
親
子
間
の
法
律
関
係
」
法
学
教
室
一
二
四
号
（
一
九
九
一
年
）
一
一
二
頁 

(2
7

) 

「
国
際
銀
行
取
引
と
『
言
葉
の
リ
ス
ク
』

―
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
展
開

―
」
一
九
九
〇
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
九
一
年
）
二
一
七

～
二
二
一
頁
（
非
売
品
） 

(2
8

) 

「
コ
メ
ン
ト 

Ｅ
Ｃ
裁
判
」
小
島
武
司
他
編
『
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
法
制
』
（
一
九
九
一
年
）
三
〇
一
～
三
〇
九
頁 

(2
9

) 

「
国
際
婚
姻
法(

一)

～(

三
・
完)

」
白
門
四
三
巻
一
〇
号
（
一
九
九
一
年
）
三
六
～
四
五
頁
、
四
三
巻
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）
三
二
～
四
一
頁
、
四
三
巻
一

二
号
（
一
九
九
一
年
）
三
六
～
四
五
頁 

(3
0

) 

「
九 

法
律
関
係
の
性
質
決
定
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
一
八
～
二
〇
頁 

(3
1

) 

「
一
〇 

連
結
点
の
決
定

―
国
籍
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
二
一
～
二
二
頁 

(3
2

) 

「
一
六 

隠
さ
れ
た
反
致
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
三
五
～
三
七
頁 
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(3
3

) 

「
一
九 

法
律
の
回
避
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
四
二
～
四
三
頁 

(3
4

) 
「
二
〇 

先
決
問
題
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
四
四
～
四
五
頁 

(3
5

) 
「
二
一 

外
国
法
の
不
明
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
四
六
～
四
七
頁 

(3
6

) 

「
二
七 

法
人
の
従
属
法
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
五
八
～
五
九
頁 

(3
7

) 

「
二
八 
法
人
の
外
部
関
係
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 
[

改
訂
版]

』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
六
〇
～
六
一
頁 

(3
8

) 

「
二
九 

外
国
会
社
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』（
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
六
二
～
六
三
頁 

(3
9

) 

「
三
〇 

多
国
籍
企
業
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
六
四
～
六
五
頁 

(4
0

) 

「
三
六 

特
別
連
結
論
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
版]

』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
七
六
～
七
七
頁 

(4
1

) 

「
ド
イ
ツ
国
際
金
融
法
に
お
け
る
『
貨
幣
価
値
の
変
動
』

―
貨
幣
価
値
保
障
条
項
と
中
央
銀
行
の
権
限

―
」
一
九
九
一
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論

文
集
（
一
九
九
二
年
）
二
三
九
～
二
四
一
頁
（
非
売
品
） 

(4
2

) 

「
国
際
親
子
法(

一)

～(

四
・
完)

」
白
門
四
四
巻
四
号
（
一
九
九
二
年
）
四
四
～
五
二
頁
、
四
四
巻
五
号
（
一
九
九
二
年
）
六
二
～
六
七
頁
、
四
四
巻
八
号
（
一

九
九
二
年
）
二
二
～
二
八
頁
、
四
四
巻
九
号
（
一
九
九
二
年
）
二
二
～
三
〇
頁 

(4
3

) 

「
設
問
一
〇 

法
律
の
回
避
」
山
田
鐐
一
・
早
田
芳
郎
編
『
演
習 

国
際
私
法
（
新
版
）
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）
四
四
～
四
八
頁 

(4
4

) 

「
利
得
返
還
請
求
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
権

―
イ
タ
リ
ア
最
高
裁
一
九
九
〇
年
六
月
二
二
日
判
決
の
場
合

―
」
一
九
九
二
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

論
文
集
（
一
九
九
三
年
）
二
五
一
～
二
五
六
頁
（
非
売
品
） 

(4
5

) 

「
ア
ン
グ
ル 

国
際
租
税
法
の
概
念
に
つ
い
て
」
国
際
税
務
一
三
巻
八
号
（
一
九
九
三
年
）
七
頁 

(4
6

) 

「
法
人
」
木
棚
照
一
他
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル 

国
際
私
法
』（
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
）
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）
二
七
～
三
二
頁 

(4
7

) 

「
ア
ン
グ
ル 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
租
税
法
研
究
の
必
要
性

―
差
別
的
課
税
の
禁
止
を
例
に

―
」
国
際
税
務
一
五
巻
四
号
（
一
九
九
五
年
）
六
頁 

(4
8

) 

「
疑
わ
し
い
と
き
は
法
廷
地
法
に
よ
る
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
五
七
～
五
八
頁 

(4
9

) 

「
外
国
法
人
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
一
七
頁 

(5
0

) 

「
外
国
法
の
情
報
に
関
す
る
欧
州
協
定
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
一
九
頁 

(5
1

) 

「
国
際
戸
籍
委
員
会
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
二
五
九
頁 

(5
2

) 

「
国
際
法
人
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
二
八
八
～
二
八
九
頁 
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(5
3

) 

「
多
国
籍
企
業
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
五
三
〇
～
五
三
一
頁 

(5
4

) 
「
国
際
金
融
法
の
将
来

―
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
の
回
顧
と
展
望

―
」
一
九
九
五
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
九
六
年
）
一
〇
一
～
一
〇
四

頁
（
非
売
品
） 

(5
5

) 

「
二
二 

便
宜
置
籍
船
と
ペ
イ
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
澤
木
敬
郎
他
編
『
国
際
私
法
の
争
点
（
新
版
）
』 

(

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
８)

（
一

九
九
六
年
）
五
三
～
五
四
頁 

(5
6

) 

「
一
〇
五 
国
際
相
続
と
先
決
問
題
」
澤
木
敬
郎
他
編
『
国
際
私
法
の
争
点
（
新
版
）
』 

(

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
８)

（
一
九
九
六
年
）

一
九
八
～
一
九
九
頁 

(5
7

) 

「
一
四
〇 

日
本
国
籍
取
得
要
件
と
し
て
の
『
父
母
の
不
明
』
」
澤
木
敬
郎
他
編
『
国
際
私
法
の
争
点
（
新
版
）
』 

(

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
法
律
学
の
争
点
シ
リ

ー
ズ
８)

（
一
九
九
六
年
）
二
六
四
～
二
六
五
頁 

(5
8

) 

「
特
許
権
と
並
行
輸
入
」
中
央
大
学
ク
レ
セ
ン
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
『
知
的
所
有
権
と
独
占
禁
止
法
（
講
義
録
）』
（
一
九
九
七
年
）
二
六
～
三
二
頁 

(5
9

) 

「
外
国
法
人
」
伊
藤
正
己
・
園
部
逸
夫
編
集
代
表
『
現
代
法
律
百
科
大
辞
典
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
一
巻
三
四
四
～
三
四
六
頁 

(6
0

) 

「
便
宜
置
籍
船
」
伊
藤
正
己
・
園
部
逸
夫
編
集
代
表
『
現
代
法
律
百
科
大
辞
典
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
七
巻
二
三
～
二
四
頁 

(6
1

) 

「
法
人
の
国
籍
」
伊
藤
正
己
・
園
部
逸
夫
編
集
代
表
『
現
代
法
律
百
科
大
辞
典
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
七
巻
八
七
～
八
八
頁 

(6
2

) 

「
法
人
の
従
属
法
」
伊
藤
正
己
・
園
部
逸
夫
編
集
代
表
『
現
代
法
律
百
科
大
辞
典
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
七
巻
八
八
頁 

(6
3

) 

「
九 

法
律
関
係
の
性
質
決
定
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
一
八
～
二
〇
頁 

(6
4

) 

「
一
〇 

連
結
点
の
決
定

―
国
籍
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
二
一
～
二
二
頁 

(6
5

) 

「
一
六 

隠
さ
れ
た
反
致
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
三
五
～
三
七
頁 

(6
6

) 

「
一
九 

法
律
の
回
避
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[
改
訂
第
二
版]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
四
二
～
四
三
頁 

(6
7

) 

「
二
〇 

先
決
問
題
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
四
四
～
四
五
頁 

(6
8

) 

「
二
一 

外
国
法
の
不
明
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
四
六
～
四
七
頁 

(6
9

) 

「
二
七 

法
人
の
従
属
法
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
五
八
～
五
九
頁 

(7
0

) 

「
二
八 

法
人
の
外
部
関
係
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]
』
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
六
〇
～
六
一
頁 

(7
1

) 

「
二
九 

外
国
会
社
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
六
二
～
六
三
頁 
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(7
2

) 

「
三
〇 

多
国
籍
企
業
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
六
四
～
六
五
頁 

(7
3

) 
「
三
六 

特
別
連
結
論
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
私
法 

[

改
訂
第
二
版]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
七
六
～
七
七
頁 

(7
4

) 
「
不
法
就
労
の
外
国
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
の
算
定
方
法
は
」
国
際
家
族
法
実
務
研
究
会
編
『
問
答
式 

国
際
家
族
法
の
実
務 

追
録
第
三
一
・
三
二
同
綴

号
』
新
日
本
法
規
（
二
〇
〇
二
年
）
一
七
〇
〇
の
二
五
～
一
七
〇
〇
の
三
二 

(7
5

) 

「
疑
わ
し
い
と
き
は
法
廷
地
法
に
よ
る
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
六
四
～
六
五
頁 

(7
6

) 

「
外
国
法
人
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
一
二
二
～
一
二
三
頁 

(7
7

) 

「
外
国
法
人
の
認
許
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
一
二
四
～
一
二
五
頁 

(7
8

) 

「
外
国
法
の
情
報
に
関
す
る
欧
州
協
定
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
一
二
五
頁 

(7
9

) 

「
桑
田
三
郎
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
二
〇
一
頁 

(8
0

) 

「
国
際
戸
籍
委
員
会
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
二
八
〇
～
二
八
一
頁 

(8
1

) 

「
国
際
法
人
」
国
際
法
学
会
編
『
国
際
関
係
法
辞
典 

第
二
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
三
一
六
～
三
一
七
頁 

(8
2

)  

「
国
際
金
融
証
券
市
場
へ
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―
最
近
の
社
会
事
象
を
中
心
と
し
て

―
」（
山
内
惟
介
他
編
『
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法
』（
二
〇
〇
七
年
）

三
～
七
九
頁
） 

(8
3

) 

「
一
二 

法
律
関
係
の
性
質
決
定
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
二
六
～
二
八
頁 

(8
4

) 

「
三
七 

法
人
の
従
属
法
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
八
二
～
八
三
頁 

(8
5

) 

「
三
八 

法
人
の
外
部
関
係
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
八
四
－
八
五
頁 

(8
6

) 

「
三
九 

外
国
会
社
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』
（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
八
六
～
八
七
頁 

(8
7

) 

「
四
〇 

多
国
籍
企
業
」
木
棚
照
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト 

国
際
関
係
法 

[

私
法
系]

』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
八
八
～
八
九
頁 

(8
8

) 

「
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
け
る
倒
産
会
社
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任

―
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
四
提
示
決
定
の
場
合

―
」
二
〇
一
五
年
度
国
際
金

融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
二
〇
一
六
年
）
六
五
～
一
〇
五
頁
（
非
売
品
） 

 

書
評
お
よ
び
文
献
紹
介 

(1
) 

「E
u

ro
p

e
a

n
 C

o
m

m
u

n
itie

s
: T

w
e
lfth

 G
e
n

e
ra

l R
e
p

o
rt o

n
 th

e
 A

ctiv
itie

s
 o

f th
e
 E

C
 in

 1
9

7
8

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
活
動
に
関
す
る
第
一
二
回
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一
般
報
告
書

―
一
九
七
八
年

―
）
」
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
一
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
三
七
～
一
三
九
頁 

(2
) 

「B
. D

u
to

it, L
a

 N
a

tio
n

a
lité

 d
e
 la

 F
e
m

m
e
 M

a
rié

e

」
比
較
法
雑
誌
一
五
巻
一
号
（
通
巻
三
四
号
）（
一
九
八
一
年
）
二
八
五
～
二
八
七
頁 

(3
) 

「D
. D

u
m

u
sc, L

e
 D

iv
o
rce

 C
o
n

s
e
n

tm
e
n

t M
u

tu
e
l d

a
n

s
 le

s
 L

é
g
isla

tio
n

 E
u

ro
p

é
e
n

n
e
s

」
比
較
法
雑
誌
一
五
巻
一
号
（
一
九
八
一
年
）
二
八
七
～

二
八
八
頁 

(4
) 

「
桑
田
三
郎
著
『
工
業
所
有
権
法
に
お
け
る
比
較
法
』
」
中
央
大
学
学
員
時
報
二
一
二
号
（
一
九
八
五
年
）
八
頁 

(5
) 

「
①
『
西
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
イ
ス
国
際
私
法
改
正
草
案
に
関
す
る
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
・
コ
ロ
キ
ウ
ム
』
、
②
『
第
一
回
ス
イ
ス
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
法
学
会
』
」
比

較
法
雑
誌
二
〇
巻
二
号
（
一
九
八
六
年
）
一
三
九
～
一
四
二
頁 

(6
) 

「
『
法
と
経
済

―
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
学
法
学
部
連
続
講
演
集
（1

9
8

4

・1
9

8
5

年
）
』
」
比
較
法
雑
誌
二
〇
巻
二
号
（
一
九
八
六
年
）
一
四
三
～
一
四
六
頁 

(7
) 

「
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ハ
ウ
ト
カ
ッ
ペ
著
『
産
業
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
お
け
る
事
業
者
の
投
資
形
態
』」
比
較
法
雑
誌
二
一
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
九
九
～
一
〇

一
頁 

(8
) 

「
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ト
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
の
諸
問
題
』
」
比
較
法
雑
誌
二
一
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
一
〇
二
～
一
〇
四
頁 

(9
) 

「
ノ
ー
ト
ン
編
『
国
際
公
法
と
今
後
の
世
界
秩
序

―
Ａ
・
Ｊ
・
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
追
悼
論
文
集

―
』
」
比
較
法
雑
誌
二
二
巻
二
号
（
一
九
八
八
年
）
一

七
五
～
一
八
〇
頁 

(1
0

) 

「W
. E

b
k

e
, In

te
rn

a
tio

n
a

le
s
 D

e
v
is

e
n

re
ch

t

」
国
際
経
済
法
一
号
（
一
九
九
二
年
）
一
五
八
～
一
五
九
頁 

(1
1

) 

「
桑
田
三
郎
著
『
国
際
商
標
法
の
諸
問
題
』
」
中
央
評
論
四
五
巻
一
号
（
一
九
九
三
年
）
一
八
六
～
一
八
七
頁 

(1
2

) 

「A
. B

le
ck

m
a

n
n

, D
ie

 v
ö
lk

e
rre

ch
tlich

e
n

 G
ru

n
d

la
g
e
n

 d
e
s
 in

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 K
o
llisio

n
s
re

ch
ts

」
国
際
経
済
法
二
号
（
一
九
九
三
年
）
九

一
～
九
二
頁 

(1
3

) 

「M
. H

e
rd

e
g
e
n

, In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 W

irts
ch

a
fts

re
ch

t

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
四
号
（
一
九
九
五
年
）
一
九
五
～
一
九
七
頁 

(1
4

) 

「B
e
rn

h
a

rd
 G

ro
ß

fe
ld

, In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 u

n
d

 E
u

ro
p

ä
is

ch
e
s
 U

n
te

rn
e
h

m
e
n

s
re

ch
t

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
五
号
（
一
九
九
六
年
）

一
七
八
～
一
八
〇
頁 

(1
5

) 

「

S
te

fa
n

 
H

a
b

e
rm

e
ie

r, 
N

e
u

e
 

W
e
g
e
 

z
u

m
 

W
irts

c
h

a
fts

k
o
llis

io
n

s
re

ch
t: 

E
in

e
 

B
e
s
ta

n
d

s
a

u
fn

a
h

m
e
 

p
rä

v
a

le
n

te
r 

w
irts

ch
a

ftsre
ch

tlich
e
r M

e
th

d
o
lo

g
ie

 u
n

te
r d

e
m

 B
lick

w
in

k
e
l d

e
s
 k

ritis
ch

e
n

 R
a

tio
n

a
lism

u
s
 

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
七
号
（
一
九

九
八
年
）
一
八
四
～
一
八
五
頁 
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(1
6

) 

「D
a

n
ie

l Z
im

m
e
r, In

te
rn

a
tio

n
a

le
s
 G

e
s
e
lls

ch
a

fts
re

ch
t 

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
七
号
（
一
九
九
八
年
）
一
九
二
～
一
九
三
頁 

(1
7

) 

「K
la

u
s
 P

e
te

r B
e
rg

e
r, F

o
rm

a
lisie

rte
 o

d
e
r “s

ch
le

ich
e
n

d
e
” K

o
d

ifiz
ie

ru
n

g
 d

e
s
 tra

n
s
n

a
tio

n
a

le
n

 W
irtsch

a
fts

re
ch

ts
 

」
日
本
国
際
経

済
法
学
会
年
報
第
八
号
（
一
九
九
九
年
）
二
四
九
～
二
五
〇
頁 

(1
8

) 
「
丸
岡
松
雄
著
『
国
際
私
法
著
作
集
』
（
全
三
巻
）」
国
際
法
外
交
雑
誌
九
八
巻
一
・
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
二
九
～
二
三
三
頁 

(1
9

) 

「
桑
田
三
郎
著
『
工
業
所
有
権
法
に
お
け
る
国
際
的
消
耗
論
』
」
白
門
五
一
巻
一
一
号
（
一
九
九
九
年
）
六
四
～
六
五
頁 

(2
0

) 

「
多
喜
寛
著
①
『
国
際
私
法
の
基
本
的
課
題
』、
②
『
国
際
仲
裁
と
国
際
取
引
法
』
」
白
門
五
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
六
二
～
六
三
頁 

(2
1

) 

「H
o
rs

t E
id

e
n

m
ü

lle
r, E

ffiz
ie

n
z
 a

ls
 R

e
ch

tsp
rin

z
ip

, M
ö
g
lich

k
e
ite

n
 u

n
d

 G
re

n
z
e
n

 d
e
r ö

k
o
n

o
m

is
ch

e
n

 A
n

a
ly

s
e
 d

e
s
 R

e
ch

ts

」
日
本
国

際
経
済
法
学
会
年
報
第
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
六
六
～
一
六
九
頁 

(2
2

) 

「
①
今
村
嗣
夫
・
鈴
木
五
十
三
・
髙
木
喜
孝
編
『
戦
後
補
償
法
』
、
②
藤
田
久
一
・
鈴
木
五
十
三
・
永
野
貫
太
郎
編
『
戦
争
と
個
人
の
権
利

―
戦
後
補

償
を
求
め
る
旧
く
て
新
し
い
道

―
』
、
③
奥
田
安
弘
・
川
島
誠
・
秋
山
義
昭
他
著
『
共
同
研
究 

中
国
戦
後
補
償 

歴
史
・
法
・
裁
判
』
」
自
由
と
正
義
五
一

巻
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
〇
～
一
四
一
頁 

(2
3

) 

「Y
u

k
o
 N

ish
ita

n
i, M

a
n

cin
i u

n
d

 d
ie

 P
a

rte
ia

u
to

n
o
m

ie
 im

 in
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 P

riv
a

tre
ch

ts

」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇

一
年
）
六
七
～
七
〇
頁 

(2
4

) 

「
西
賢
著
『
比
較
国
際
私
法
の
動
向
』
」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
三
一
～
一
三
四
頁 

(2
5

) 

「M
a

rtin
 F

ra
n

z
e
n

, P
riv

a
tre

ch
ts

a
n

g
le

ich
u

n
g

 d
u

rch
 d

ie
 E

u
ro

p
ä

is
ch

e
 G

e
m

e
in

s
ch

a
ft

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
一
一
号
（
二
〇
〇

二
年
）
一
七
六
～
一
七
九
頁 

(2
6

) 

「E
v
a

-M
a

ria
 K

ie
n

in
g
e
r, W

e
ttb

e
w

e
rb

 d
e
r P

riv
a

tre
ch

tso
rd

n
u

n
g
e
n

 im
 E

u
ro

p
ä

is
ch

e
n

 B
in

n
e
n

m
a

rk
t

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第

一
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
二
三
～
二
二
六
頁 

(2
7

) 

「O
liv

e
r R

e
m

ie
n

, Z
w

in
g
e
n

d
e
s
 V

e
rtra

g
s
re

ch
t u

n
d

 G
ru

n
d

fre
ih

e
ite

n
 d

e
s
 E

G
-V

e
rtra

g
e
s

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
一
四
号
（
二
〇

〇
五
年
）
二
四
二
～
二
四
五
頁 

(2
8

) 

「H
e
rb

e
rt K

ro
n

k
e
/W

e
rn

e
r M

e
lis

/A
n

to
n

 S
ch

n
y
d

e
r (H

rs
g
.), H

a
n

d
b

u
ch

 In
te

rn
a

tio
n

a
le

s
 W

irtsch
a

ftsre
ch

t

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会

年
報
第
一
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
六
四
～
二
六
八
頁 

(2
9

)  

「P
h

ilip
 
K

u
n

ig
/M

a
k

o
to

 
N

a
g
a

ta
 
D

e
u

ts
ch

la
n

d
 
u

n
d

 
J

a
p

a
n

 
im

 
re

ch
ts

w
is

se
n

s
ch

a
ftlich

e
n

 
D

ia
lo

g

」V
e
rfa

ss
u

n
g
 
u

n
d

 
R

e
ch

t 
in
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Ü
b

e
rs

e
e
 (V

R
Ü

), L
a

w
 a

n
d

 P
o
litics

 in
 A

frica
/A

sia
/L

a
tin

 A
m

e
rica

, 4
1

.J
a

h
rg

a
n

g
 (2

0
0

8
) H

e
ft 2

 (N
o
m

o
s
) S

S
.2

5
5

-2
6

2
 

(3
0

) 

「C
h

ris
tia

n
 T

ie
tje

 (H
rs

g
.), In

te
rn

a
tio

n
a

le
s
 W

irts
ch

a
ftsre

ch
t

」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
第
二
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
七
一
～
二
七
五

頁 

 

個
別
翻
訳 

(1
)  

ミ
カ
エ
ル
・
ボ
ー
ク
ダ
ン
「
ス
ゥ
エ
ー
デ
ン
の
身
分
登
録
制
度
に
つ
い
て
」
戸
籍
時
報
二
二
八
号
（
一
九
七
七
年
）
四
～
一
二
頁 

(2
)  

タ
ウ
フ
ィ
ク
・
ア
ル=
シ
ャ
ー
ウ
ィ
「
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
立
法
の
源
と
シ
ャ
リ
ー
ア
お
よ
び
法
の
一
般
概
念
」
比
較
法
雑
誌
一
一
巻
二
号
（
一
九
七
八
年
）

七
七
～
一
一
二
頁
（
共
訳
者
・
小
島
武
司
） 

(3
)  

タ
ウ
フ
ィ
ク
・
ア
ル=

シ
ャ
ー
ウ
ィ
「
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
立
法
の
源
と
シ
ャ
リ
ー
ア
お
よ
び
法
の
一
般
概
念
」
日
本
比
較
法
研
究
所
編
『
イ
ス
ラ
ム
法
へ
の

招
待
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
）
九
五
～
一
三
〇
頁
（
共
訳
者
・
小
島
武
司
） 

(4
)  

ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
国
際
抵
触
法
と
州
際
抵
触
法
判
例
法
の
概
要(

一) 
(

二
・
完)

」
比
較
法
雑
誌
一
二
巻
二
号
（
一
九
七
九
年
）

七
五
～
一
七
一
頁
お
よ
び
一
三
巻
一
号
（
一
九
七
九
年
）
四
一
～
七
六
頁
（
共
訳
者
・
岩
淵
純
夫
他
） 

(5
)  

ロ
ル
フ
・
ビ
ル
ク
「
多
国
籍
企
業
の
法
的
諸
局
面
」
法
学
新
報
八
七
巻
五
・
六
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
一
九
～
一
五
四
頁 

(6
)  

ロ
ル
フ
・
ビ
ル
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
労
働
関
係
抵
触
法
統
一
へ
の
途
上
で
」
法
学
新
報
八
八
巻
一
・
二
号
（
一
九
八
一
年
）
一
四
三
～
一
六
三
頁 

(7
)  

ロ
ル
フ
・
ビ
ル
ク
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
国
際
労
働
法
」
法
学
新
報
九
〇
巻
三
・
四
号
（
一
九
八
三
年
）
一
四
三
～
一
七
八
頁 

(8
)  

オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
「
国
際
無
体
財
産
法
お
よ
び
国
際
カ
ル
テ
ル
法
間
に
お
け
る
不
正
競
争
牴
触
法
」
法
学
新
報
九
〇
巻
一
一
・
一
二
号
（
一
九
八

三
年
）
一
三
五
～
一
七
二
頁 

(9
)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ル
ネ
・
デ
・
フ
ロ
ー
ト
「
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
法
に
お
け
る
重
国
籍
の
克
服
」
戸
籍
時
報
三
〇
八
号
（
一
九
八
三
年
）
一
三
～
二
五
頁 

(1
0

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
多
国
籍
企
業
と
国
際
経
済
法
の
新
た
な
方
向
付
け
」
法
学
新
報
九
一
巻
一
一
・
一
二
号
（
一
九
八
五
年
）
八
一

～
一
〇
三
頁 

(1
1

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
言
葉
、
法
、
民
主
主
義
」
比
較
法
雑
誌
一
八
巻
四
号
（
一
九
八
五
年
）
三
七
～
九
三
頁 

(1
2

)  

ク
ラ
ウ
ス
・
ブ
ロ
ン
デ
ィ
ス
／
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
ル
ク
「
変
換
期
に
お
け
る
国
際
夫
婦
財
産
法

―
日
本
の
国
際
夫
婦
財
産
法
改
正
に
関
す
る
論
議
の
た
め

に

―(

上)

（
下
）
」
戸
籍
時
報
三
二
五
号
（
一
九
八
五
年
）
二
～
一
〇
頁
お
よ
び
三
二
六
号
（
一
九
八
五
年
）
二
～
一
四
頁 
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(1
3

)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ル
ネ
・
デ
・
フ
ロ
ー
ト
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
籍
法
の
展
開(

一) (

二) (

三) (

四
・
完)

」
戸
籍
時
報
三
二
八
号
（
一
九
八
五
年
）

二
～
八
頁
、
三
二
九
号
（
一
九
八
五
年
）
二
～
一
一
頁
、
三
三
〇
号
（
一
九
八
五
年
）
二
～
一
〇
頁
、
三
三
一
号
（
一
九
八
五
年
）
三
六
～
四
三
頁 

(1
4

)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ル
ネ
・
デ
・
フ
ロ
ー
ト
「
あ
る
比
較
法
学
者
か
ら
見
た
法
律
解
釈
の
諸
問
題
」
名
城
法
学
三
五
巻
一
号
（
一
九
八
五
年
）
一
～
三
八
頁

（
共
訳
者
・
篠
田
四
郎
） 

(1
5

)  

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ロ
サ
ー
「
医
学
的
な
生
殖
補
助
の
法
律
問
題
」
法
学
新
報
九
三
巻
一
・
二
号
（
一
九
八
六
年
）
一
四
五
～
一
九
〇
頁
（
共
訳
者
・
田

村
五
郎
） 

(1
6

)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ル
ネ
・
デ
・
フ
ロ
ー
ト
「
国
際
私
法
に
お
け
る
『
オ
ラ
ン
ダ
学
派
』
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
九
三
巻
三
・
四
・
五
号
（
一
九
八
六
年
）

一
三
九
～
一
六
七
頁 

(1
7

)  

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
ミ
ン
ケ
「
比
較
法
学
」
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
編
／
桑
田
三
郎
編
訳
『
西
ド
イ
ツ
比
較
法
学
の
諸
問
題
』（
中
央
大
学
出
版

部
、
一
九
八
八
年
）
一
五
三
～
一
八
一
頁 

(1
8

)  

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ド
ロ
ブ
ニ
ッ
グ
「
経
済
体
制
を
異
に
す
る
諸
法
秩
序
間
の
法
比
較
」
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
編
／
桑
田
三
郎
編
訳
『
西
ド
イ
ツ

比
較
法
学
の
諸
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
二
〇
三
～
二
二
二
頁 

(1
9

)  

カ
ー
ル
・
Ｈ
・
ノ
イ
マ
イ
ア
ー
「
書
物
か
ら
得
ら
れ
る
外
国
法
、
外
国
の
法
的
現
実
、
お
よ
び
法
比
較
の
諸
方
法
に
お
け
る
機
能
的
次
元
」
デ
ィ
ー
タ

ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
編
／
桑
田
三
郎
編
訳
『
西
ド
イ
ツ
比
較
法
学
の
諸
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
二
二
三
～
二
四
九
頁 

(2
0

)  

マ
ッ
ク
ス
・
グ
ッ
ツ
ヴ
ィ
ラ
ー
「
国
際
私
法
／
一
九
世
紀
の
三
巨
人
」
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
編
／
桑
田
三
郎
編
訳
『
西
ド
イ
ツ
比
較
法
学
の

諸
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
三
八
七
～
四
〇
六
頁 

(2
1

)  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
「
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
に
お
け
る
家
族
関
係

―
日
本
人
学
生 

越
智
氏
の
場
合

―
」
植
野
妙
実
子
他
訳
『
フ
ラ
ン
ス
私
法
講

演
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）
二
三
～
三
九
頁 

(2
2

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
国
際
企
業
法
に
お
け
る
若
干
の
基
本
問
題
」
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
他
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国

際
企
業
法
の
諸
相
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
七
三
～
一
四
四
頁 

(2
3

)  

エ
ー
ベ
ン
ロ
ー
ト
「
ド
イ
ツ
国
際
会
社
法
に
お
け
る
最
近
の
展
開
」
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
他
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国
際
企
業
法
の
諸

相
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
五
～
二
六
一
頁 

(2
4

)  

エ
ー
ベ
ン
ロ
ー
ト
「
債
務
危
機
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
挑
戦
」
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
他
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国
際
企
業
法
の
諸
相
』
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（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
三
九
七
～
四
一
八
頁 

(2
5

)  

ユ
ル
ゲ
ン
・
バ
セ
ド
ゥ
「
新
し
い
国
際
私
法
に
よ
る
準
拠
法
選
択
お
よ
び
裁
判
籍
の
合
意
」
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
他
著
／
山
内
惟
介
編

訳
『
国
際
企
業
法
の
諸
相
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
四
一
九
～
四
四
六
頁 

(2
6

)  
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ロ
サ
ー
「
医
学
的
な
生
殖
補
助
の
法
律
問
題
」
Ｗ
・
ミ
ュ
ラ
ー
・
フ
ラ
イ
エ
ン
フ
ェ
ル
ス
他
著
／
田
村
五
郎
編
訳
『
ド
イ
ツ
現
代
家

族
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）
二
一
五
～
二
五
七
頁
（
共
訳
者
：
田
村
五
郎
）
（
前
記(1

5
)

改
訳
） 

(2
7

)  

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
著
「
国
際
私
法
に
お
け
る
先
決
問
題
」
戸
籍
時
報
四
〇
八
号
（
一
九
九
二
年
）
四
四
～
五
八
頁 

(2
8

)  

ウ
ー
ヴ
ェ
・
Ｈ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
「
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
銀
行
法
の
調
整
」
一
九
九
二
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
九
三
年
）
一
～
五
頁

（
非
売
品
） 

(2
9

)  

カ
ー
ル
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
に
お
け
る
銀
行
監
督
」
一
九
九
三
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
九
四
年
）
一

一
三
～
一
二
四
頁
（
非
売
品
） 

(3
0

)  

オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
「
国
際
信
用
取
引
契
約
と
国
際
仲
裁
」
一
九
九
三
年
度
国
際
金
融
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
（
一
九
九
四
年
）
一
二
五
～
一

三
四
頁
（
非
売
品
） 

(3
1

)  

カ
ー
ル
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
お
け
る
国
際
私
法
の
統
一
に
つ
い
て
」
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国

際
私
法
・
比
較
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）
一
～
三
七
頁 

 

(3
2

)  

カ
ー
ル
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
に
お
け
る
銀
行
監
督
」
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国
際
私
法
・
比

較
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）
二
二
三
～
二
七
〇
頁
（
前
記(2

9
)

の
改
訳
） 

(3
3

)  

カ
ー
ル
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
「
私
法
比
較
に
お
け
る
若
干
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
の
諸
考
慮
」
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
国

際
私
法
・
比
較
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）
二
七
一
～
三
一
一
頁 

(3
4

)  

オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
「
国
際
貸
付
契
約
と
国
際
仲
裁
」
オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
著
／
丸
山
秀
平
編
訳
『
国
際
契
約
法
の
諸
問
題
』（
中
央
大

学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
）
一
～
五
五
頁
（
上
記(3

0
)

の
改
訳
） 

(3
5

)  

オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
「
日
独
間
の
私
法
契
約
に
お
け
る
契
約
準
拠
法
」
オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ド
ロ
ッ
ク
著
／
丸
山
秀
平
編
訳
『
国
際
契
約
法
の
諸

問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
）
五
七
～
八
八
頁 

(3
6

)  

ハ
イ
ン
ツ
・
Ｄ
・
ア
ス
マ
ン
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
市
場
法
の
発
展
」
ハ
イ
ン
ツ
・
Ｄ
・
ア
ス
マ
ン
著
／
丸
山
秀
平
編
訳
『
ド
イ
ツ
資
本
市
場
法
の
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諸
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
）
一
～
一
七
頁 

(3
7

)  

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
プ
ケ｢

国
際
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
地
法
説｣

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
Ｆ
・
エ
プ
ケ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
エ
プ
ケ
教
授
講
演
集 

経
済
統
合
・

国
際
企
業
法
・
法
の
調
整
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
一
～
四
二
頁 

(3
8

)  
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
プ
ケ
「
立
法
権
限
が
複
数
あ
る
場
合
の
会
社
法
・
企
業
法
」
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
Ｆ
・
エ
プ
ケ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
エ
プ
ケ
教
授
講
演

集 

経
済
統
合
・
国
際
企
業
法
・
法
の
調
整
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
五
七
～
八
五
頁 

(3
9

)  

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
プ
ケ
「
ド
イ
ツ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
学
教
育
」
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
Ｆ
・
エ
プ
ケ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
エ
プ
ケ
教
授
講
演

集 

経
済
統
合
・
国
際
企
業
法
・
法
の
調
整
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
九
～
一
八
四
頁 

(4
0

)  

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
「
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
国
際
私
法
の
史
的
展
開
と
現
状
」
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
著
／
野
沢
紀
雅
他
編
訳
『
ド
イ
ツ
民
法
・

国
際
私
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
七
九
～
一
〇
四
頁 

(4
1

)  

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
「
保
証
責
任
と
公
序
」
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
著
／
野
沢
紀
雅
他
編
訳
『
ド
イ
ツ
民
法
・
国
際
私
法
論
集
』（
中
央
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
一
～
一
五
八
頁 

(4
2

)  

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
「
ニ
ー
ス
条
約
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
制
度
」
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
カ

ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
教
授
講
演
集 

国
際
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
現
状
と
課
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
）
一
～
二
六
頁 

(4
3

)  

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
市
民
権
」
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
教

授
講
演
集 

国
際
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
現
状
と
課
題
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
）
二
七
～
六
〇
頁 

(4
4

)  

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
条
約
以
降
の
共
通
外
交
政
策
」
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
カ

ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
教
授
講
演
集 

国
際
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
現
状
と
課
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
）
六
一
～
九
七
頁 

(4
5

)  

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
国
際
法
上
の
倫
理
」
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
著
／
山
内
惟
介
編

訳
『
カ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
教
授
講
演
集 

国
際
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
現
状
と
課
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
）
九
九
～
一
三
五
頁 

(4
6

)  

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
規
則
二
〇
〇
三
年
第
二
二
〇
一
号
に
よ
る
離
婚
の
国
際
裁
判
管
轄
権
と
離
婚
判
決
の
承
認
」
石
川

敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念
－
共
演 
ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七
～
五
五

頁 

(4
7

)  

ハ
ン
ス
・
ウ
ー
ヴ
ェ
・
エ
ー
リ
ヒ
セ
ン
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
大
学
学
修
課
程
認
証
評
価
の
法
的
諸
局
面
」
石
川
敏
行
他
介
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
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ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念
－
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
八
一
～
一
〇
四
頁 

(4
8

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
法
比
較

―
異
文
化
の
伝
達
手
段
」
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念

－
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
五
～
一
三
二
頁 

(4
9

)  
オ
ッ
ト
ー
・
ザ
ン
ト
ロ
ッ
ク
「
ド
イ
ツ
に
管
理
機
関
の
本
拠
を
有
す
る
日
本
会
社
」
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇

周
年
記
念
－
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
三
～
一
六
三
頁 

(5
0

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
追
悼
・
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ロ
サ
ー
教
授
（
一
九
三
四
年
四
月
二
二
日

―
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
〇
日
）
」
石
川

敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念
－
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
三
九
三
～
四

〇
七
頁 

(5
1

)  

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
「
法
比
較
に
お
け
る
詩
学
」
石
川
敏
行
他
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念
－
共
演 

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
四
三
一
～
四
七
三
頁 

(5
2

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
律
学
の
学
修
」
イ
ン
ゴ･

ゼ
ン
ガ
ー
著
／
古
積
健
三
郎
他
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民

事
法
の
今
日
的
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
五
五
～
七
三
頁 

(5
3

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
・
企
業
法
の
最
近
の
展
開
」
イ
ン
ゴ･

ゼ
ン
ガ
ー
著
／
古
積
健
三
郎
他
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集 

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
の
今
日
的
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
七
五
～
一
一
一
頁 

(5
4

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
」
イ
ン
ゴ･

ゼ
ン
ガ
ー
著
／
古
積
健
三
郎
他
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
の
今
日

的
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
一
一
三
～
一
五
八
頁 

(5
5

)  

デ
ィ
ル
ク
・
エ
ー
ラ
ー
ス
「
公
共
企
業
体
法
」
デ
ィ
ル
ク
・
エ
ー
ラ
ー
ス
著
／
山
内
惟
介
他
編
訳
『
エ
ー
ラ
ー
ス
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ･

ド
イ
ツ

行
政
法
の
諸
問
題
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
）
九
七
～
一
二
五
頁 

(5
6

)  

コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
相
続
法
へ
の
道
程
」
コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
著
／
楢
﨑
み
ど
り
他
編
訳
『
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
教
授

講
演
集 

変
革
期
ド
イ
ツ
私
法
の
基
礎
的
枠
組
み
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
）
一
～
五
五
頁 

(5
7

)  

コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
「
役
務
お
よ
び
居
住
移
転
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
現
下
の
展
開
」
コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
著
／
楢
﨑
み
ど

り
他
編
訳
『
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
教
授
講
演
集 

変
革
期
ド
イ
ツ
私
法
の
基
礎
的
枠
組
み
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
）
一
三
九
～
一
七
七
頁 

(5
8

)  

コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
「
私
法
よ
、
汝
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

―
民
事
法
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
、
あ
る
い
は
、
こ
ん
に
ち
民
事
法
は
ど
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の
よ
う
な
意
味
で
民
事
的
と
い
え
る
か

―
」
コ
ル
デ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
著
／
楢
﨑
み
ど
り
・
山
内
惟
介
編
訳
『
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
教
授
講
演
集 

変
革
期

ド
イ
ツ
私
法
の
基
礎
的
枠
組
み
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
）
一
七
九
～
二
三
八
頁 

(5
9

)  

ハ
ン
ス
・
Ｄ
・
ヤ
ラ
ス
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
に
お
け
る
基
本
権-

所
有
権
の
保
護
を
中
心
と
し
て-

」
ハ
ン
ス
・
Ｄ
・
ヤ
ラ
ス
著
／
松
原
光
宏
編
『
ヤ

ラ
ス
教
授
日
本
講
演
録 

現
代
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
本
権
論
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）
一
九
～
四
五
頁 

(6
0

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
団
体
法

―
居
住
移
転
の
自
由
の
限
界
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
お
け
る
団
体
形
式
の
発
展

―
」
イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー

著
／
山
内
惟
介
・
鈴
木
博
人
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集Ⅱ

 

ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
国
際
経
済
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
一
～

六
二
頁 

(6
1

)  

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
「
国
際
売
買
法
の
現
代
的
発
展
」
イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
著
／
山
内
惟
介
・
鈴
木
博
人
編
訳
『
ゼ
ン
ガ
ー
教
授
講
演
集Ⅱ

 

ド
イ
ツ
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
国
際
経
済
法
論
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
六
三
～
一
〇
八
頁 

(6
2

)  

ぺ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
「
保
険
会
社
役
員
に
対
す
る
保
険
事
業
者
監
督
法
上
の
規
制
」
ぺ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
ポ
ー
ル
マ

ン
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
競
争
法
・
保
険
法
の
新
展
開
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
） 

(6
3

)  

ぺ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
「
保
険
法
分
野
に
お
け
る
学
理
と
実
務
の
架
橋
者

―
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ロ
サ
ー
（
一
九
三
四
年
～
二
〇
〇
四
年
）

―
」
ぺ

ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
ポ
ー
ル
マ
ン
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
競
争
法
・
保
険
法
の
新
展
開
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
） 

(6
4

)  

ぺ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
消
費
者
保
護
法
、
競
争
法
お
よ
び
保
険
監
督
法
に
お
け
る
事
業
者
概
念
」
ぺ
ー
ト
ラ
・
ポ
ー
ル
マ
ン

著
／
山
内
惟
介
編
訳
『
ポ
ー
ル
マ
ン
教
授
講
演
集 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
競
争
法
・
保
険
法
の
新
展
開
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
） 

(6
5

)  

デ
ィ
ル
ク
・
エ
ー
ラ
ー
ス
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
お
け
る
国
家
補
助
金
規
制
」
デ
ィ
ル
ク
・
エ
ー
ラ
ー
ス
著
／
松
原
光
宏
編
訳
『
エ
ー
ラ
ー
ス
教
授
講

演
翻
訳
集
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
） 

 

そ
の
他
（
解
説
、
随
想
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
目
録
等
） 

(1
)  

山
内
・
大
橋
真
喜
子
編
「
各
国
実
質
法[

邦
語]

文
献
目
録
」
（
一
九
七
五
年
）
（
非
売
品
） 

(2
)  

『
便
宜
置
籍
船
に
関
す
る
文
献
目
録
』
海
事
産
業
研
究
所
・
海
事
資
料
セ
ン
タ
ー
（
海
研
資
料
二
・
特
殊
文
献
目
録
一
）(

一
九
七
五
年)

（
非
売
品
） 

(3
)  

『
渉
外
私
法
関
係
文
献
目
録
・
第
一
集
』
国
際
私
法
学
会
（
一
九
七
七
年
）
（
非
売
品
） 

(4
)  

「
教
員
組
合
の
二
十
年 

昭
和
五
十
三
年
」
中
央
大
学
教
員
組
合
（
一
九
七
八
年
）
（
編
集
担
当
）（
非
売
品
） 
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(5
)  

「
誌
上
答
案
練
習
会
・
国
際
私
法
」L

a
w

 S
ch

o
o
l

一
四
号
（
立
花
書
房
、
一
九
七
九
年
）
一
四
九
～
一
五
四
頁 

(6
)  

「
主
要
文
献
目
録
・
国
際
私
法
」
国
際
法
外
交
雑
誌
八
〇
巻
二
号
（
一
九
八
一
年
）
八
一
～
一
二
四
頁 

(7
)  

「
昭
和
五
六
年
度
司
法
試
験
・
論
文
式
試
験
問
題
解
説
・
国
際
私
法
」L

a
w

 S
ch

o
o
l 

三
五
号
（
一
九
八
一
年
）
一
三
八
～
一
三
九
頁 

(8
)  

「
特
集
・
一
九
八
一
年
学
界
回
顧 

国
際
私
法
」
法
律
時
報
六
三
巻
一
三
号
（
一
九
八
一
年
）
一
四
二
～
一
四
五
頁 

(9
)  

「
海
外
通
信
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
街
か
ら
」
中
央
評
論
三
五
巻
一
号
（
一
九
八
三
年
）
三
六
～
四
一
頁 

(1
0

)  

「
海
外
通
信
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
街
か
ら
（
続
）
」
中
央
評
論
三
五
巻
二
号
（
一
九
八
三
年
）
四
二
～
四
七
頁 

(1
1

)  

「
教
員
の
研
究
環
境
に
つ
い
て
」
（
特
集
・
私
の
提
言
・
こ
れ
か
ら
の
中
央
大
学
）
中
央
評
論
三
七
巻
一
号
（
一
九
八
五
年
）
二
七
～
二
八
頁 

(1
2

)  

「
教
員
の
研
究
環
境
に
つ
い
て
」（
中
央
評
論
編
集
部
編
『
中
央
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
特
集 

私
の
提
言 

こ
れ
か
ら
の
中
央
大
学
』
一
九
～
二
〇

頁
（
一
九
八
五
年
）
（
前
記(1

1
)

転
載
）
（
非
売
品
） 

(1
3

)  

「
私
の
Ｅ
Ｃ
研
究
メ
モ
」
月
刊
Ｅ
Ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
〇
一
号
（
一
九
八
五
年
）
二
四
～
二
五
頁 

(1
4

)  

附
記
・G

e
ra

rd
-R

e
n

é
 d

e
 G

ro
o
t, P

ro
b

le
m

e
 ju

ris
tis

ch
e
r Ü

b
e
rs

e
tz

u
n

g
e
n

 a
u

s
 d

e
r P

e
rs

p
e
k

tiv
e
 e

in
e
s
 R

e
ch

ts
v
e
rg

le
ich

e
rs

」
比
較
法
雑

誌
一
九
巻
三
号
（
一
九
八
五
年
）
四
五
頁 

(1
5

)  

附
記
・C

h
ris

tia
n

 
v
o
n

 
B

a
r, 

Z
u

r 
R

e
fo

rm
 

d
e
s
 

D
e
u

ts
ch

e
n

 
In

te
rn

a
tio

n
a

le
n

 
E

h
e
re

ch
ts

 
a

ls
 

T
e
il 

d
e
r 

R
e
fo

rm
 

d
e
s
 

D
e
u

ts
ch

e
n

 

In
te

rn
a

tio
n

a
le

n
 P

riv
a

tre
ch

ts

」
比
較
法
雑
誌
一
九
巻
四
号
（
一
九
八
六
年
）
八
四
頁 

(1
6

)  

「
中
央
大
学
の
さ
ら
な
る
改
革
に
向
け
て 

そ
の
４

―
中
央
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育

―
第
四
回
教
研
集
会
報
告
（
一
九
八
四
年
）
」（
司
会
担
当
）

（
一
九
八
六
年
）
（
非
売
品
） 

(1
7

)  

国
際
法
学
会
研
究
報
告
・
質
疑
討
論
の
要
旨
「
外
国
中
央
銀
行
と
執
行
免
除

―
西
ド
イ
ツ
法
・
ス
イ
ス
法
を
中
心
と
し
て

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
八

五
巻
六
号
（
一
九
八
七
年
）
一
四
三
～
一
四
五
頁 

(1
8

)  

「
国
際
交
流
雑
感
」
国
際
税
務In

te
rn

a
tio

n
a

l T
a

x
a

tio
n

七
巻
一
一
号
（
一
九
八
七
年
）
一
〇
～
一
一
頁 

(1
9

)  

「
法
学
入
門
（
教
養
ゼ
ミ
）
を
担
当
し
て
」
（
特
集
・
学
問
へ
の
招
待
）
中
央
評
論
四
〇
巻
一
号
（
一
九
八
八
年
）
七
三
～
八
〇
頁 

(2
0

)  

「
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
間
に
お
け
る
法
学
者
交
流
の
経
緯
に
つ
い
て
」
中
央
評
論
四
一
巻
一
号
（
一
九
八
九
年
）
一
一
八
～
一
二
五
頁 

(2
1

)  

「
比
較
『
比
較
法
研
究
所
』
論
の
勧
め
」
ひ
か
く
ほ
う 

N
e
w

s
 L

e
tte

r 

創
刊
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
頁
（
非
売
品
） 

(2
2

)  

「
編
集
後
記
」
白
門
四
二
巻
九
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
六
頁 
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(2
3

)  

「
幽
霊
学
生
の
父
母
に
」
草
の
み
ど
り
四
六
号
（
一
九
九
一
年
）
三
六
～
三
七
頁 

(2
4

)  

「
編
集
後
記
」
白
門
四
三
巻
六
号
（
一
九
九
一
年
）
一
二
八
頁 

(2
5

)  

「
桑
田
三
郎
先
生
の
思
い
出
」
白
門
四
三
巻
一
〇
号
（
一
九
九
一
年
）
二
～
三
頁 

(2
6

)  
「cro

s
s
 ta

lk
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
座
談
会 

法
律
科
目
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
」（
一
九
九
一
年
七
月
二
九
日
、
司
会
）
白
門
四
三
巻
一
二
号
（
一

九
九
一
年
）
四
六
～
六
九
頁 

(2
7

)  

「
献
呈
の
辞
」
法
学
新
報
九
八
巻
一
・
二
号
（
桑
田
三
郎
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
一
年
）
一
～
三
頁 

(2
8

)  

「
フ
ラ
ン
ク
・
ア
キ
ラ
・
笠
間
『
ア
メ
リ
カ
の
家
族
と
法
（
一
）』
の
「
ま
え
が
き
」（
戸
籍
時
報
四
一
〇
号
）（
一
九
九
二
年
）
五
〇
～
五
一
頁 

(2
9

)  

「
監
修
の
言
葉
」
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
著
（
佐
藤
文
彦
訳
）『
国
際
家
族
法
』
（
一
九
九
二
年
）
七
～
一
〇
頁 

(3
0

)  

「
は
く
も
ん 

ト
ー
ク
⑫
『
国
際
私
法
』
執
筆
者
」
白
門
四
五
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
）
グ
ラ
ビ
ア 

(3
1

)  

「
前
内
閣
総
理
大
臣 

海
部
俊
樹
氏 

相
互
依
存
に
よ
る
循
環
と
共
生
、
平
和
と
繁
栄
の
哲
学
を
語
る
」
中
央
大
学
学
員
時
報
三
〇
七
号
（
一
九
九
三
年
）

三
頁
（
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
・
山
内
惟
介
＋
田
中
拓
男
） 

(3
2

)  

「
国
際
私
法
」
中
央
大
学
法
学
部
通
信
教
育
課
程
「
一
九
九
三
年
度
版
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
一
九
九
三
年
）
八
七
～
八
九
頁 

(3
3

)  

「
法
学
部
国
際
企
業
関
係
法
学
科 

開
設
記
念
講
演
会
（
第
一
回
） 

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」（
髙
木
友
之
助
、
角
田
邦
重
、
カ
ー
ル
・
Ｆ
・

ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
、
伊
従
寛
、
ジ
ョ
ン
・
Ｏ
・
ヘ
イ
リ
ー
、
雁
金
利
男
）（
企
画
・
司
会
）
（
一
九
九
三
年
）（
非
売
品
） 

(3
4

)  

「
随
想 

正
義
の
女
神
」
公
正
取
引
五
一
〇
号
（
一
九
九
三
年
）
二
頁 

(3
5

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
四
五
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
）
二
一
～
二
二
頁 

(3
6

)  

「
回
想
の
大
原
先
生
」（
大
原
光
憲
先
生
追
想
集
刊
行
委
員
会
編
『
自
治
、
分
権
、
協
同
を
も
と
め
て

―
大
原
光
憲
先
生
を
偲
ぶ

―
』（
一
九
九
三
年
）

一
一
八
～
一
二
〇
頁
（
非
売
品
） 

(3
7

)  

「
学
部
め
ぐ
り
⑵
法
学
部
」
「
国
際
企
業
関
係
法
学
科
の
運
営
に
参
加
し
て
」
中
央
大
学
教
員
組
合
新
聞
二
八
二
号
（
一
九
九
四
年
）
四
頁
（
非
売
品
） 

(3
8

)  

「
新
入
生
へ
」
東
京
都
立
大
学
「
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｎ
Ａ
一
九
九
四
」
一
九
九
四
年
度
Ｂ
類
新
歓
／
法
学
部
六
二
ク
ラ
ス
（
一
九
九
四
年
）
一
四
～
一
五
頁

（
非
売
品
） 

(3
9

)  

「
法
学
部
講
演
会
（
第
二
回
） 

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」（
角
田
邦
重
、
Ｈ
・
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
、
Ｈ
・
Ａ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
＝
リ
ー
バ
ー
マ

ン
）
（
企
画
・
司
会
）
（
一
九
九
四
年
）
（
非
売
品
） 
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(4
0

)  

「cro
s
s
 ta

lk
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
座
談
会 

法
律
科
目
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
」（
一
九
九
一
年
七
月
実
施
・
司
会
担
当
）
（
リ
ベ
ル
ス
３
「
法

律
学
習
の
手
引
」
）
（
一
九
九
四
年
）
一
三
四
～
一
五
七
頁
（
前
記(2

6
)

転
載
）（
非
売
品
） 

(4
1

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
四
六
巻
六
号
（
一
九
九
四
年
）
二
二
～
二
三
頁 

(4
2

)  
「
法
律
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て

―
実
定
法
解
釈
学
の
場
合

―
」（
リ
ベ
ル
ス
２
「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」（
一
九
九
五
年
）
八
六
～
九
九
頁 

(4
3

)  

「E
x
te

rrito
ria

l A
p

p
lica

tio
n

 o
f C

o
m

p
e
titio

n
 L

a
w

 a
n

d
 C

o
o
rd

in
a

tio
n

 b
e
tw

e
e
n

 C
o
m

p
e
titio

n
 L

a
w

s
 in

 s
o
m

e
 C

o
u

n
trie

s

」J
o
h

n
 O

. 

H
a

le
y
 &

 H
iro

sh
i Iy

o
ri, A

n
titru

s
t: A

 N
e
w

 In
te

rn
a

tio
n

a
l T

ra
d

e
 R

e
m

e
d

y
 ?, P

a
cific R

im
 L

a
w

 &
 P

o
licy

 A
ss

o
cia

tio
n

, 1
9

9
5

, S
.4

0
8

 

＆. 

S
.x

i 

(4
4

)  

「
法
学
部
講
演
会
（
第
三
回
） 

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」（
角
田
邦
重
、
ハ
イ
ン
ツ
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ア
ス
マ
ン
、
ン
ジ
ャ
イ
・
マ
マ
ド
ゥ
）

（
企
画
・
司
会
）
（
一
九
九
五
年
）
（
非
売
品
） 

(4
5

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
四
七
巻
六
号
（
一
九
九
五
年
）
二
五
～
二
六
頁 

(4
6

)  

「
監
修
の
言
葉
」
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
プ
ケ
著
（
實
川
和
子
訳
）
『
国
際
外
国
為
替
法(

上)

』（
一
九
九
五
年
）iv

～v
ii

頁 

(4
7

)  

「
中
央
大
学
法
学
部 

山
内
惟
介
教
授
」
週
刊
読
売
五
四
巻
二
六
号
（
臨
時
増
刊
）『
一
九
九
六
年 

私
立
東
京
一
二
大
学
徹
底
研
究
』（
読
売
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
）
二
四
頁 

(4
8

)  

「
六
学
部
座
談
会
・“

新
・
教
育
体
制”

現
状
と
将
来
を
展
望
！ 

新
時
代
へ
の
対
応
、
教
育
課
程
再
編
、
大
学
院
改
革
」
草
の
み
ど
り
八
九
号
（
一
九

九
五
年
）
四
～
二
七
頁 

(4
9

)  

「
編
者
あ
と
が
き
」
井
乃
上
宣
信
著
『
国
際
私
法
学
へ
の
道
程
』（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
五
年
）
二
四
三
～
二
四
四
頁
（
非
売
品
） 

(5
0

)  

「
故 

井
乃
上
宣
信
氏
を
偲
ん
で

―
一
周
忌
に
想
う

―
」
伊
地
知
美
乃
編
集
『
邂
逅 

井
乃
上
宣
信
さ
ん
へ
捧
ぐ
』
（
一
九
九
五
年
）
一
二
四
～
一
三

二
頁
（
非
売
品
） 

(5
1

)  

「
法
学
部
講
演
会
（
第
四
回
） 

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」（
長
内
了
、
西
藤
輝
、
グ
レ
ン
・
Ｓ
・
フ
ク
シ
マ
、
楠
美
憲
章
）（
企
画
・
司
会
）

（
一
九
九
六
年
）
（
非
売
品
） 

(5
2

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
四
八
巻
六
号
（
一
九
九
六
年
）
二
三
～
二
四
頁 

(5
3

)  

「
夏
休
み
の
一
冊
」
（
特
集
・
夏
休
み
の
一
冊
）
中
央
評
論
四
八
巻
二
号
（
一
九
九
六
年
）
一
五
頁 

(5
4

)  

「
編
集
後
記
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
第
二
六
号
法
学
研
究
科
篇
（
一
九
九
七
年
）
裏
表
紙
見
返
し
（
非
売
品
） 
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(5
5

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
四
九
巻
六
号
（
一
九
九
七
年
）
二
三
～
二
四
頁 

(5
6

)  

現
代
情
報
工
学
研
究
会
『
二
四
時
間
の
知
的
生
活
術
』
（
講
談
社
（
講
談
社
＋α

文
庫
）
（
一
九
九
七
年
）
四
三
～
四
四
頁 

(5
7

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
五
〇
巻
六
号
（
一
九
九
八
年
）
一
二
～
一
三
頁 

(5
8

)  
「
法
学
教
育
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
」（
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
第
一
六
回
大
学
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
録
「
よ
り
よ
い
大
学
教
育
の
方

法
を
求
め
て

―
教
え
る
授
業
か
ら
学
ぶ
授
業
へ

―
そ
の
２
）（
一
九
九
八
年
）
（
一
九
九
九
年
）
二
八
～
四
一
頁
（
非
売
品
） 

(5
9

)  

「
献
呈
の
辞
」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
六
・
七
号
（
伊
従
寛
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
（
一
九
九
九
年
）
一
～
三
頁 

(6
0

)  

「
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
大
学
院
教
育

―
実
定
法
解
釈
学
の
場
合

―
」（
Ａ

―
Ｖ
三
六
号
（
中
央
大
学
視
聴
覚
教
室
運
営
委
員
会
、
一
九
九
一

年
）
九
～
一
一
頁
（
非
売
品
） 

(6
1

)  

「
地
道
な
作
業
の
持
続
」
中
央
評
論
五
一
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
）
五
八
頁 

(6
2

)  

「
ま
な
び
や
の
学
生
た
ち
・
国
際
企
業
関
係
法
学
科
の
学
生
と
と
も
に
歩
む

―
愛
と
信
頼
の
教
育
を
求
め
て

―
」
草
の
み
ど
り
一
二
五
号
（
一
九
九

九
年
）
二
～
三
頁 

(6
3

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 
国
際
私
法
」
白
門
五
一
巻
六
号
（
一
九
九
九
年
）
一
五
～
一
六
頁 

(6
4

)  

「
旅
路
に
想
う

―
『
国
際
手
続
法
』（
全
三
巻
）
の
完
結
を
迎
え
て

―
」
山
内
編
「『
国
際
手
続
法(

上)(

中)(

下)

』
執
筆
者
の
栞
」（
一
九
九
九
年
）
六

頁
（
非
売
品
） 

(6
5

)  

「
あ
と
が
き
」
山
内
編
「
執
筆
者
の
栞
『
国
際
手
続
法(

上)(

中)(

下)

』
」
（
一
九
九
九
年
）
一
七
頁
（
非
売
品
） 

(6
6

)  

「
附
記
」
桑
田
三
郎
著
『
工
業
所
有
権
法
に
お
け
る
国
際
的
消
耗
論
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）ii

頁 

(6
7

)  

国
際
法
学
会
研
究
報
告
・
質
疑
討
論
の
要
旨
「
便
宜
置
籍
船

―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
船
舶
登
録
の
最
近
の
動
向
を
素
材
に

―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
九
八

巻
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
〇
頁 

(6
8

)  

「
社
会
人
・
大
学
生
の
た
め
の
『
大
学
院
』
オ
ー
ル
ガ
イ
ド
」2

0
0

0
 v

o
l.1

<

旺
文
社
ム
ッ
ク>

」（
二
〇
〇
〇
年
）
六
～
七
頁 

(6
9

)  

「
旅
路
に
て

―
『
国
際
契
約
法
』
の
刊
行
に
寄
せ
て

―
」
玉
城
健
編
「
執
筆
者
の
栞
『
国
際
契
約
法
』」
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
（
非
売
品
） 

(7
0

)  

「
法
学
部
の
専
門
教
育
に
お
け
る
授
業
改
善
の
工
夫

―
中
央
大
学
法
学
部
国
際
企
業
関
係
法
学
科
の
経
験

―
」
熊
本
大
学
法
学
部
編
『
Ｆ
Ｄ
共
同
体

の
形
成
を
め
ざ
し
て

―
一
九
九
九
年
度
Ｆ
Ｄ
活
動
報
告
書

―
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
七
〇
～
一
一
三
頁
（
非
売
品
） 

(7
1

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
五
二
巻
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
～
一
三
頁
（
分
担
・
多
喜
寛
） 
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(7
2

)  

「
特
集 

一
冊
ま
る
ご
と
『
法
学
系
大
学
・
学
部
』
特
集
号 

国
際
私
法 

中
央
大
学
法
学
部
国
際
企
業
関
係
法
学
科 

山
内
惟
介
教
授
」
私
大
螢
雪

第
五
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
～
一
九
頁 

(7
3

)  

「
監
修
者
ま
え
が
き
」
浅
利
朋
香
著
「
『
比
較
法
文
化
論
』
へ
の
招
待

―
グ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
著
『
法
比
較
』
を
読
ん
で

―
（
一
）（
二
・
完
）」
中
央
評

論
五
二
巻
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
八
～
一
一
九
頁 

(7
4

)  

「P
ro

fe
ss

o
r K

u
n

is
h

ig
e
 S

U
M

ID
A

―se
in

e
 P

e
rs

o
n

, P
e
rs

o
n

a
litä

t u
n

d
 P

e
rs

ö
n

lich
k

e
it

―
」（
角
田
邦
重
先
生
の
還
暦
を
祝
う
会
編
『
二
三

の
奏
鳴
曲
（
ソ
ナ
タ
）
～
角
田
邦
重
教
授
の
肖
像
～
』
）（
二
〇
〇
一
年
）
六
～
七
頁
（
非
売
品
） 

(7
5

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
五
三
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
三
頁 

(7
6

)  

「
職
人
芸
に
学
ぶ
こ
と
」
学
員
時
報
四
〇
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
頁
（
非
売
品
） 

(7
7

)  

「
旅
路
は
る
か

―
『
実
践 

国
際
取
引
法
』
の
刊
行
に
際
し
て

―
」
浅
利
朋
香
編
「
『
実
践 

国
際
取
引
法
』
執
筆
者
の
栞
」（
二
〇
〇
一
年
）
八
頁
（
非

売
品
） 

(7
8

)  

「
長
野
再
訪

―
野
尻
湖
合
宿
ゼ
ミ
の
想
い
出
、
ゼ
ミ
合
宿
の
意
義
な
ど

―
」
境
真
佐
美
他
著
「
国
際
企
業
法
ゼ
ミ
六
期
生 

『
実
践 

国
際
取
引
法 

～

判
例
分
析
～
』
発
刊
記
念 

し
お
り
」
（
二
〇
〇
二
年
）、
一
三
～
一
六
頁
（
非
売
品
） 

(7
9

)  

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
事
「
新
連
載 

二
一
世
紀
の
大
学 

国
際
ゼ
ミ
ガ
イ
ド 

第
一
回 

中
央
大
学 

山
内
惟
介
ゼ
ミ
」
時
事
通
信
社
「
世
界
週
報
」
八
三
巻
四

九
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
八
～
六
九
頁 

(8
0

)  

「
ア
ジ
ア
家
族
法
会
議
と
今
後
の
課
題
」
記
念
随
想
集
刊
行
会
編
『
尾
中
哲
夫 

社
長
就
任
十
五
年
と
古
稀
祝
賀 

記
念
随
想
集
』
（
日
本
加
除
出
版
株

式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
）
四
一
八
～
四
二
六
頁
（
非
売
品
） 

(8
1

)  

「
国
際
派
遣
報
告 

ド
イ
ツ
法
曹
会
議
第
六
四
回
大
会
に
参
加
し
て
」
日
本
学
術
会
議
「
学
術
の
動
向 

Ｓ
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

二
〇
〇
三
―
七 

私

立
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
」
（
二
〇
〇
三
年
）
九
〇
～
九
二
頁 

(8
2

)  

「
献
呈
の
辞
」
法
学
新
報
一
〇
九
巻
一
一
・
一
二
号
（
菊
地
元
一
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
（
二
〇
〇
三
年
）
一
～
三
頁 

(8
3

)  

「
国
際
派
遣
報
告 

第
二
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
曹
大
会
に
参
加
し
て
」
日
本
学
術
会
議
「
学
術
の
動
向 

Ｓ
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

二
〇
〇
四
―
三 

高
度

専
門
職
教
育
と
日
本
社
会
」
（
二
〇
〇
四
年
）
六
八
～
六
九
頁 

(8
4

)  

「
法
科
大
学
院
適
格
認
定
検
討
委
員
会
中
間
報
告
概
要
お
よ
び
解
説
」
大
学
基
準
協
会
・
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ａ
三
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
頁
（
非
売
品
） 

(8
5

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
五
六
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
五
～
一
六
頁 
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(8
6

)  

「
司
法
改
革
ル
ポ 

法
科
大
学
院
の
第
三
者
評
価
」『
日
経
キ
ャ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン 

法
曹
へ
の
新
し
い
道 

法
科
大
学
院
徹
底
ガ
イ
ド 

二
〇
〇
五
年
度

版
』
（
二
〇
〇
四
年
）
五
〇
～
五
一
頁 

(8
7

)  

「
二
〇
〇
四
年
度
授
業
に
対
す
る
講
評
」『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
一
号
（
二
〇
〇
四
年
度
）』（
中
央
大
学
法
学
部
、

二
〇
〇
五
年
）
四
頁
（
雁
金
利
男
客
員
教
授
と
連
名
）
（
非
売
品
） 

(8
8

)  

「N
a

tio
n

a
lity

 o
f a

 C
o
rp

o
ra

tio
n

 a
n

d
 D

ip
lo

m
a

tic P
ro

te
ctio

n
 fo

r C
o
rp

o
ra

tio
n

s
 in

 In
te

rn
a

tio
n

a
l L

a
w

」T
h

e
 J

a
p

a
n

e
s
e
 A

n
n

u
a

l o
f 

In
te

rn
a

tio
n

a
l L

a
w

, V
o
l.4

7
 2

0
0

4
 [2

0
0

5
], p

p
.2

9
8

-2
9

9
. 

(8
9

)  

「
白
門
時
評
・
法
と
社
会 

第
二
四
七
回

―
『
白
門
』
刊
行
の
意
義
に
つ
い
て
の
一
疑
問

―
」
白
門
五
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
～
五
頁 

(9
0

)  

「
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
目
指
し
能
力
養
成
、
企
画
充
実
に
向
け
改
革
努
力
を
継
続
」（
学
習
と
実
習
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

こ
れ
が
金
融
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
だ 

第
三
部 

あ
と
が
き
）
草
の
み
ど
り
一
九
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
一
頁 

(9
1

)  

「
二
〇
〇
五
年
度
授
業
に
対
す
る
講
評
」『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
度
）』（
中
央
大
学
法
学
部
、

二
〇
〇
六
年
）
一
頁
（
雁
金
利
男
客
員
教
授
と
連
名
）
（
非
売
品
） 

(9
2
)  

「
講
義
の
風
景 

法
学
部
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

―
総
合
講
座Ⅰ

・Ⅱ

「
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法
」H

a
k
u
m

o
n
 

ち
ゅ
う
お
う
二
〇
〇
五
年
秋
季

特
別
号
（
二
〇
〇
五
年
）
五
一
～
五
三
頁 

(9
3
)  

「
編
集
後
記
」
国
際
私
法
年
報
七
号
（
二
〇
〇
五
年
度
）
（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
四
頁 

(9
4

)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
五
八
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
八
～
一
九
頁 

(9
5

)  

「
二
〇
〇
六
年
度
授
業
に
対
す
る
講
評
」『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
三
号
（
二
〇
〇
六
年
度
）』（
中
央
大
学
法
学
部
、

二
〇
〇
七
年
）
一
頁
（
雁
金
利
男
客
員
教
授
と
連
名
）
（
非
売
品
） 

(9
6

)  

「
編
集
後
記
」
国
際
私
法
年
報
八
号
（
二
〇
〇
六
年
度
）
（
信
山
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
四
頁 

(9
7

)  

「
法
科
大
学
院
認
証
評
価
の
課
題
と
展
望

―
試
行
評
価
委
員
会
の
経
験
を
踏
ま
え
て

―
」
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ａ
三
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
頁 

(9
8
)  

「
平
成
一
九
年
尾
中
賞 

選
評
」
戸
籍
時
報
六
一
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
四
頁 

(9
9
)  

「
二
〇
〇
七
年
度
授
業
に
対
す
る
講
評
」『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
四
号
（
二
〇
〇
七
年
度
）』（
中
央
大
学
法
学
部
、

二
〇
〇
八
年
）
一
頁
（
雁
金
利
男
客
員
教
授
、
楢
﨑
み
ど
り
准
教
授
と
連
名
）
（
非
売
品
） 

(1
0
0
)  

「
献
呈
の
辞
」
、
「
雁
金
利
男
先
生
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
編
者
あ
と
が
き
」
（
山
内
惟
介
編
著
『
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法

―
雁
金
利
男
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先
生
御
退
職
記
念
文
集

―
』
（
二
〇
〇
八
年
）
ｉ
、
一
一
六
～
一
二
三
お
よ
び
一
二
六
頁
（
非
売
品
） 

(1
0
1
)  

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
場
か
ら
一
八
回
・
法
学
部 

国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
《
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法
》
」
草
の
み
ど
り
二
一
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）

一
四
～
一
五
頁 

(1
0
2
)  

「
編
集
後
記
」
国
際
私
法
年
報
九
号
（
二
〇
〇
七
年
度
）
（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
四
頁 

(1
0
3
)  

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
事
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
を
提
案
す
る
」
『
大
学
院
ガ
イ
ド
二
〇
〇
九
』（
二
〇
〇
八
年
）
四
頁 

(1
0
4
)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
六
〇
巻
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
頁 

(1
0

5
)  

「
二
〇
〇
八
年
度
授
業
に
対
す
る
講
評
」『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
五
号
（
二
〇
〇
八
年
度
）』（
中
央
大
学
法
学
部
、

二
〇
〇
八
年
度
末
）
一
頁
（
雁
金
利
男
客
員
教
授
、
楢
﨑
み
ど
り
准
教
授
と
連
名
） 

(1
0

6
)  

「
平
成
二
〇
年
尾
中
賞 
選
評
」
戸
籍
時
報
六
二
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
三
頁 

(1
0

7
)  

「
『
国
際
金
融
証
券
市
場
と
法
』

―
５
か
年
間
の
総
括

―
」
『
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

国
際
金
融
証
券
市
場
と
法 

第
五
号
（
二
〇
〇
八
年
度
）
』

（
中
央
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
九
年
）
二
五
七
頁
（
非
売
品
） 

(1
0

8
)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 
国
際
私
法
」
白
門
六
二
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
一
頁 

(1
0

9
)  

「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
滞
在
記
」
ひ
か
く
ほ
う 

N
e
w

s
 L

e
tte

r 

第
四
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
～
六
頁
（
非
売
品
） 

(1
1

0
)  

「
最
近
の
講
演
会
・
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー 
▽
二
〇
一
〇
年
九
月
二
二
日
（
水
） 

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
教
授 

“E
u

ro
p

ä
is

ch
e
s
 G

e
s
e
llsch

a
fts

re
ch

t: 

G
re

n
z
e
n

 d
e
r N

ie
d

e
rla

s
s
u

n
g
s
fre

ih
e
it u

n
d

 E
n

tw
ick

lu
n

g
 e

u
ro

p
ä

is
ch

e
r G

e
se

lls
ch

a
fts

fo
rm

e
n

”

」『
ひ
か
く
ほ
うN

e
w

s
 L

e
tte

r 

第
四
二
号
』

（
日
本
比
較
法
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
五
頁
（
非
売
品
） 

(1
1

1
)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
六
四
巻
六
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
一
～
四
二
頁 

(1
1

2
)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
二
～
三
三
頁 

(1
1

3
)  

国
際
法
学
会
研
究
報
告
・
質
疑
討
論
の
要
旨
「
現
代
国
際
私
法
の
課
題
に
つ
い
て
」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
一
三
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
〇
一
～
二

〇
二
頁 

(1
1

4
)  

「
夏
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
義
内
容 

国
際
私
法
」
白
門
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
二
～
三
三
頁 

(1
1

5
)  

「
お
も
て
な
し
考
」H

a
k

u
m

o
n

ち
ゅ
う
お
う
二
三
八
号
（
二
〇
一
四
年
秋
号
）
四
二
～
四
三
頁
（
非
売
品
） 

（h
ttp

://w
w

w
.ch

u
o
-
u
.a

c.jp
/ab

o
u
tu

s/co
m

m
u
n
ica

tio
n
/h

a
k
u
m

o
n
/2

0
1
4
_
0
4
/

） 

http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/communication/hakumon/2014_04/
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